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○議長 佐藤 茂君 

  皆さん、おはようございます。 

  令和４年第１回蟹江町議会定例会継続会を開催いたしましたところ、定刻までにご参集い

ただき誠にありがとうございます。 

  皆様には、新型コロナウイルス感染症対策にご協力いただき、誠にありがとうございます。

議場内にて発言される際にも、マスクの着用またはフェイスシールドを効果的に活用するな

ど、感染拡大防止に十分ご配慮いただきますようよろしくお願いいたします。 

  なお、代表質問での議員の交代時や職員の入れ替えの際には暫時休憩といたしまして、消

毒の措置を取らさせていただきますので、皆様のご理解とご協力のほどよろしくお願いいた

します。 

  議会広報編集委員長より広報掲載用の写真撮影をしたいとの旨の申し出がございましたの

で、代表質問される議員の皆様は、昼の休憩中、本会議場にて写真撮影を行いますので、ご

協力をよろしくお願いいたします。 

  議員の皆様にお願いがございます。本日、申請に基づき、出席議員へタブレットの持ち込

みの許可をしております。利用される議員の皆様は、傍聴者の方々に誤解を与えない利用形

態としていただきますようよろしくお願いいたします。 

  傍聴される皆様にもお願いを申し上げます。議事を円滑に進行させるため、通信機器をお

持ちの方は電源をお切りいただくか、設定をマナーモードにしていただきますようよろしく

ご協力お願いいたします。 

  代表質問される議員の皆様、答弁をされる理事者の皆様に、議長と広報編集委員長からお

願いがあります。代表質問を行った後、議場で読み上げた質問書及び答弁書の原稿の写しを

事務局へご提出いただき、広報及び会議録の作成にご協力のほどよろしくお願いいたします。 

  ただいまの出席議員は14名です。定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

  ここで本会議を一旦休憩し、議会運営委員会の開催をお願いしたいと思います。 

  議会運営委員長、吉田正昭君、お願いいたします。 

○議会運営委員長 吉田正昭君 

  それでは、議会運営委員会を開催いたしますので、委員の方は協議会室にお集まりいただ

きますようよろしくお願いいたします。 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、本会議を暫時休憩といたします。よろしくお願いします。 

（午前９時03分） 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前９時26分） 



－75－ 

○議長 佐藤 茂君 

  ただいま開催されました議会運営委員会の協議結果の報告を求めます。 

  議会運営委員長、吉田正昭君、ご登壇ください。 

（11番議員登壇） 

○議会運営委員長 吉田正昭君 

  それでは、ただいま緊急に開かさせていただいた議会運営委員会の報告をさせていただき

ます。緊急でしたので、口頭の報告とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  議題としましてですね、ロシアによるウクライナ侵攻についての決議であります。 

  ロシアによるウクライナ侵攻についての決議案を提出することについて協議しました。賛

成議員の確認を行った上で、明日３月11日の本会議の冒頭で発議を提案して精読とした後、

追加日程で審議、採決を行います。 

  なお、提案者は副議長である水野議員、賛成者の連名については議席番号順とすることに

しましたので、皆さんご協力のほうよろしくお願いいたします。 

  以上、報告とさせていただきます。 

（11番議員降壇） 

○議長 佐藤 茂君 

  どうもありがとうございました。 

  ここで、消毒作業のため、暫時休憩といたします。 

（午前９時28分） 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前９時30分） 

○議長 佐藤 茂君 

  本日の議事日程は配付のとおりでございます。 

  日程第１ 「代表質問」を行います。 

  １番 新風代表 石原裕介君の質問を許可いたします。 

  石原裕介君、ご登壇ください。（拍手） 

（３番議員登壇） 

○３番 石原裕介君 

  皆さん、おはようございます。３番 新風の石原裕介です。 

  ただいま議長のお許しをいただきましたので、会派新風を代表いたしまして、町長の施政

方針、町政について質問をさせていただきます。 

  コロナ禍、新しい生活スタイルに取り組み、様々な工夫を考える毎日です。新型コロナウ

イルスは、2019年に発生して以来、様々な変異株が生まれています。その中で、デルタ株に
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続きオミクロン株が世界中で増減を繰り返しています。その影響で、町内において今年も駅

伝が中止になり、成人式も去年に引き続き１部、２部と分かれて行われました。須成祭も宵

祭、朝祭が２年続けて行われず、車楽船を見ることができませんでした。蟹江町も、５歳か

ら11歳の接種が３月初旬から始まりました。小児においても中等症や重症例が確認されてお

り、特に接種の機会を提供することが望ましいとされています。また、今後様々な変異株が

流行することも想定されるため、厚生労働省は小児を対象にワクチン接種を進めることとさ

れました。また、おおむね２回目接種から６カ月経過した方の３回目のワクチン接種も始ま

っています。一刻も早くコロナウイルスが収束して、今年こそは各地区のお祭りや行事がで

きますよう願っております。 

  では、質問に入ります。 

  分野１「子育て・健康・福祉」「ふれあい、ささえあい」ホットやすらぐまちづくりから。 

  「子ども家庭総合支援拠点」を設置し、妊娠期から切れ目なく支えることが必要とありま

す。現在、蟹江町は不妊治療に対し上限４万5,000円の補助金を行っております。加えて、

多胎妊娠の健診費用の補助を行うのはいかがでしょうか。 

  多胎妊娠は、単胎妊娠に比べ妊娠高血圧症候群や早産の妊娠中のリスクが高く、妊娠期間

中の健康管理が重要になることから、頻回な健診が推奨されています。妊産婦等を支援する

ためにも必要な施策と考えますが、町長のお考えをお聞かせください。 

  次に、分野３「環境・安全」「住み続けられる」安全・安心なまちづくりから。 

  避難所機能の向上を目的として、生理用品、備蓄用品、飲料水の確保も大事ですが、良好

な環境の確保のために、体育館に空調設備が必要と思います。なぜなら、大地震や台風、豪

雨による水害時など、体育館は災害が発生した際の避難場所としても使われます。しかし、

夏場の災害避難所では熱中症の発症リスクが高くなると言われています。しかも、避難して

くる人の中には幼児や高齢者といった体力のない人も含まれ、どうしても熱中症のリスク要

因が増大します。体育館に空調設備の設置について、町長のご意見をお聞かせください。 

  また、蟹江町は、「平成28年８月29日に、中日本高速道路株式会社名古屋支社桑名保全・

サービスセンターと津波・高潮・洪水時の緊急避難における高速道路区域の一時使用に関す

る協定書を取り交わしました。この協定書に基づく使用可能区域は、蟹江町大字須成の蟹江

インター東交差点の南西側のり面」とあります。東名阪自動車道のり面に、住民らが一時避

難できるよう進めていただいてみえると思いますが、現状と今後の進め方についてお聞きし

ます。 

  次に、分野４「都市基盤・産業」「ちょうどいい」快適・便利なまちづくりから。 

  次に、ＪＲ蟹江駅南側の駅前広場の整備に向け、用地取得を進めてまいりますとあります

が、いまだに今須成線が開通のための用地取得が完了していません。以前、平成28年をめど

に土地の買収を完了したいと議事録に記載されています。いつ、今須成線開通のための用地
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取得ができるのか、現状と今後についてお尋ねします。 

  加えて、ＪＲ蟹江駅南側の用地取得も何年をめどに完了の計画かお尋ねいたします。 

  最優先課題の中から、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、事業者が実施

する感染防止対策等への支援を継続して行うなど、住民生活及び地域経済に及ぼす影響が最

小限に抑えられるよう、感染症対策に取り組むとあります。 

  そこで、新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ町内の消費を喚起し、厳しい

経営状況にある事業を支援するプレミアム商品券発行事業を今年も行うお考えはあるのかお

聞かせください。 

  町内事業者に新型コロナウイルス感染症対策備品、券売機、空気清浄機、換気空気清浄機

つきエアコン、飛沫防止シート、消毒用ポンプスタンドなどを設置いただくことで感染防止

策を強化するとともに、町内外の来訪者が安心して事業を利用でき、町内の経済活性化へと

つなげることを目的とした新型コロナウイルス感染症により影響を受ける事業者支援が令和

３年11月１日から行われました。当初の予定では、令和３年11月１日から令和４年１月31日

までとなっておりましたが、申請者が多数あり、11月下旬には終了となってしまいました。

まだ申請希望する事業者が多くあると聞きます。ぜひとも令和４年度も蟹江町新型コロナウ

イルス感染症対策強化支援補助金事業を行っていただけないかお尋ねします。 

  質問は以上でございます。答弁をよろしくお願いいたします。 

（３番議員降壇） 

○町長 横江淳一君 

  それでは、ご質問にお答えをいたします。７問、８問ぐらいになると思いますけれども、

答弁漏れ等々ございましたらご質問いただけるとありがたいかなと、こんなことを思います。 

  冒頭に、現在のコロナワクチンの状況、それから、コロナの蔓延状況等も含めてご説明を

いただきました。我々も町ぐるみ、地方自治体ぐるみでしっかりとサポート体制を取ってお

りまして、おっしゃられるとおり、５歳から11歳までの今もワクチン接種を行っているわけ

でありますが、なかなか進まない状況が、ご存じだと思いますが、いろいろな状況がありま

して、１日も早く打っていただきたいと同時に、まだまだ治験の結果が出ていない部分があ

ってですね、不安感を抱くお母様、お父様等々おみえになるものですから、ちょっと進んで

いないのが非常に厳しい状況なのかなとは思っております。 

  一方、３回目のブースター接種につきましては順調に今いってございますので、集団接種、

そして個別接種も含めてしっかりとやっていきたいというふうにまず思います。 

  施政方針の第５次総合計画の分野別に掲げる５つの項目を中心としてご質問いただきまし

たが、中にはちょっとなかなか難しい問題がありまして、また詳しいことにつきましては別

の形でお答えをできればいいなというのがございますので、その件についてはご了承をいた

だければありがたいと思います。 
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  すいません。前置きはそんな程度にさせていただき、１回目の質問であります多胎妊娠の

方の補助を充実したらどうだというご質問であります。確かにおっしゃるとおりですね、多

胎妊娠の方の妊娠中のリスクというのは、普通の方と比べると多いというふうに言われてお

ります。実際ですね、国、それから県、いろいろな補助があるわけでありますけれども、ご

質問の中で多胎妊娠に対して増やしたらどうだというご質問でありますが、今現在蟹江町、

これ令和２年度と３年度の３月現在だと思いますけれども……令和４年の３月現在で３人の

方の認識をしております。令和２年度は８人だそうでありまして、この数についてはなかな

か実態が把握できないんですが、多分母子手帳を発行しておりますので、その数で拾ってお

るというふうに思っています。また、現在の妊婦健診の状況、これはほぼ自治体14回の健診

をしているというのはご理解いただいていると思いますけれども、上乗せをしてですね、プ

ラス５回以上またやっている自治体もあるということを聞いております。先ほど言いました

ように大変リスクの高い状況になると思いますので、４万5,000円の補助は今あるわけであ

りますが、国、公的な機関からの補助もこれから出るという話を聞いておりますので、一度

状況を踏まえた上でしっかりとこれを検討していければ、近隣の市町村の動向を見ながらし

っかりやっていきたいと思いますので、またご意見いただけるとありがたいと思います。こ

の程度にさせていただけるとありがたいかなというふうに思います。 

  ２番目でありますが、避難所機能の向上を目指してということで、体育館への空調設備の

設置についてということであります。この件は、数年前から実は大規模災害においての避難

所確保の中で、小学校、中学校のいわゆる普通教室、特別教室には今全てエアコン、空調が

整ってございます。ただ、体育館が避難場所になりますので、どうだというご質問でありま

す。実際ですね、災害時における協力協定を今70強の団体としておるわけでありまして、実

際冷房設備も含めたレンタルの関係の業者さんともお話をさせていただけるようになってご

ざいます。ただ、体育館に空調をということになりますと、非常に国の補助金だとか体育館

補助に対して厳しい状況がございます。金額的にも相当かかりますし、近隣でいくと清須市

がですね、12カ所あるといったかな。12億円ぐらいかかります。特別な補助金を取ってやる

ということを聞いておりますので、いずれもしっかりと情報を取った上でですね、やれると

ころからやっていきたい。ただ、今現在蟹江町の体育館においてもまだやらなきゃいけない

ことがたくさん残っております。ご存じのように、トイレの改修も今順調に進んでおります

し、大変高額になりますので、国の補助、そして公的な補助も含めてこれからしっかりと検

討をしていくことだというふうに思いますので、またよろしくお願いをしたいというふうに

思います。 

  ３つ目でありますが、東名阪道路ののり面に一時避難場所をということで、本当にご指摘

いただいたとおり、もう平成28年なんですね。５年前になるんですが、弥富市のその当時の

市長さん、服部市長さんとお話をしまして、東名阪の木曽岬の高速道路ののり面の避難階段
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を見てまいりました。これ桑名にも設置をしてございますが、当初ＮＥＸＣＯさんとお話を

する中で、我々もちょっと考えが甘かったわけでありますが、東名阪道路、桑名も、それか

ら木曽岬もでありますけれども、道路を造るときに完全にこの下の土台をしっかり固めてあ

ったようであります。もちろん、木曽岬さんの下も基礎基盤が60メーター以上下にあるわけ

であります。蟹江町もそんな状況でですね、東名阪の下に安定した基盤がやっぱり60メータ

ー下だということで、避難所の階段を造ろうと思うとそれ相応の事業費をかけなければいけ

ないということで、たしか１億2,000万円か3,000万円ぐらいの見積りをいただきました。い

や、ちょっと待ってよと。これは、ちょっと我々の想定外だなと。大体120万円から130万円

を想定をしてございましたので、実際我々としては、では、らせん階段で避難所を作ったら

どうだとかいろいろなことをやりましたが、まだまだそこまで実はいってございません。緊

急の場合は、高速道路のインターの入り口を開放していただけることにはなりますが、常時

そこに人を避難させるということは、やっぱりこれは難しいということを言っております。

ですから、今後ですね、設置計画をやってはいませんが、ＮＥＸＣＯと調整をしながらまた

いろいろな方策をつくっていきたいなというふうに思っております。非常事態になれば、多

分オープンはしていただけるとは思いますが、いざそこにお金をかけると思うとちょっと非

常に厳しい状況になりますので、またお力添え、お知恵をいただけるとありがたいというふ

うに思っております。 

  続きまして、今須成線開通のためのということで、本当にこれ須成の議員さん、伊藤議員

さん含めてご質問を実はいただいております。明確な答えが出せないのが非常に残念であり

まして、結果が出ていないということは本当に申し訳なく思っております。経緯、経過を見

ますとですね、実はこれ、平成５年から平成12年までの間に、ＪＲの北側の土地の買収につ

いては、土地取得についてはもう完了してございます。十分ご承知おきいただいていると思

いますが、ＪＲの南の地域につきましては、ちょうどこれちょっと私どもが調べたんですが、

平成７年、ちょうど我々が議員になった頃でありますが、全員協議会で事業の見直しの報告

がありました。このときは、当初ですね、今須成線のＪＲの下はアンダーで通るという計画

で、基本設計もたしかできておったというふうに記憶をしておりますが、まだなりたてであ

りましたので、非常にそこのところが浅学でありまして、詳しい情報がまだこれ調べてもこ

れだけしか出てこなかったんですけれども、そのときの総事業費が26億円、その当時ですよ。

ということで、町負担分が12億円、非常に工期も長いし、費用がたくさんやっぱりかかると

いうことがあったものですから、多分事業見直しをしたんではないのかなという考え、私今

思っているのがですね。 

  それと、ＪＲさんがアンダーではなくてオーバーでということも言われたということも聞

いております。ただ、これ定かじゃないので、ただそのときにですね、一番あれは、ちょう

ど今西の町施行の区画整理事業をやっている最中でありまして、平成11年８月に今西区画整
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理事業が概成をいたしました。ですから、それと同時期に事業見直しがあったものですから、

非常にそこからまた再度ですね、拡幅をということで、今難儀をしているのも現状でありま

す。やっていないわけではありませんし、毎年毎年実はやっておりまして、令和３年度にお

きましても土地１筆をご協力をいただいているわけであります。でも、まだまだご協力がな

かなかいただけないというのか、難しい部分がありまして、今現在で31筆中15筆が未買収に

なってございます。今後ですね、事業の必要性に鑑みて、粘り強く交渉していきたいと思い

ますが、今、石原議員に言われましたように、本当に結果が出せないのは申し訳なく思って

おります。精いっぱい頑張ってやっていきたいと思いますので、どうぞまたお力添えいただ

ければありがたいというふうに思っております。 

  続きましてですね、これは質問にはなかったんですけれども……ごめんなさい。プレミア

ム商品券の発行の件ですね。この件につきましては、過去２回実はやらせていただいており

ます。今回もどうだということをいろいろな方々からご要望をいただいているのも事実であ

ります。先回のプレミアム商品券、プレミアム率が30％で、枚数が１万4,000冊出させてい

ただいたと思うんですが、これも県のげんき商店街の補助をいただきました。町とともに

1,400万円、それも入れて、ご存じ、数百万円の予算でスタートさせていただきましたが、

5,300万円だったかな。これについて、まだ先回の結果、どこがどれぐらいの商品券を扱っ

たかということの最終チェックがまだできていません。つい最近リストをいただきましたが、

それをしっかり検証した上で、当然窓口事務事業を商工会さんやっていただいておりますの

で、しっかりと検証した上で、いつ頃やれるのか、予算確保はしてございます。臨時交付金

でやってございますので、いつやれるのか、１回目はなかなか売り手がなくて、３回目にや

ったら非常に大批判を食らってしまいまして、２回目はほかの自治体の方も可ですよという

ことで売れば、今度全く町民の皆さんの手に入らなかったとかということもありましたし、

はがきでのやり方がどうなんだろうということもありました。それも検証しながら商工会さ

んと話をして、窓口の。いつ頃がいいのかということをまた我々のほうにリピートしていた

だけるとありがたいと思いますので、ぜひともまた、議員も商工会の会員さんでいらっしゃ

いますので、ぜひともそこを声を出していただき、いつ頃がいいのか、夏過ぎがいいのか、

それともコロナが収まる状況の年末がいいのかということについてはもうちょっと時間がか

かるのではないのかな。ただ、予算確保はしてございますので、ぜひともご協力をいただけ

ればありがたいというふうに思っております。 

  それと同時にですね、感染対策の支援金も出させていただいております。予算総額1,800

万円であります。143件か145件ぐらいの応募がありましたが、25件ぐらいが取りこぼした、

なくなってしまったんですね。非常に好評でして、30万円マックス、９割公的負担で１割の

ご負担ということで、今本当にそういう意味で事業所がクラスター防止のいろいろな施策を

していただいておりますので、引き続き令和４年度もスタートをさせていただきたいという
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ふうに思ってございます。 

  一応皆さんに補助金の受けていただけない方が、先ほど言いましたように25件ぐらいおみ

えになりますので、まずはお返しをしました、再度申請をしてくださいと。その代わり、申

請していただいたという記録は残ってございますので、優先的にしっかりとやっていきたい

というふうに窓口では申しております。どういう方がどれだけおみえになるか分かりません

が、マックス1,800万円でございますので、また同じような状況が起きるかも分かりません

が、それは調整の上やっていただけるとありがたいのかなと、こんなことを思いますので、

どうぞよろしくお願いしたいというふうに思います。 

  以上だと思いますが、また何か答弁漏れありましたらご意見いただけるとありがたいと思

います。 

○３番 石原裕介君 

  前向きのご答弁をいただきましてありがとうございます。 

  不妊治療の件ですけれども、４月から国の保険が適用になるという話を聞きまして、蟹江

町は不妊治療に対してマックス上限４万5,000円まで補助をしている。この適用がもしなる

とですね、この４万5,000円が浮いてくるといったらあれですけれども、使われなくなるん

じゃないかと。そこで、やはり妊娠期から切れ目なく支える１つとして、蟹江町も３人乗り

の自転車の貸し出しとか、また子育てアプリとかを使ったりして支援はされております。そ

こで、やはり不妊治療をされる方は、その薬の影響によって双子だったり、また三つ子だっ

たりというリスクというか、そういうこともあり得るわけなんですね。そうなると、やっぱ

り不妊治療をされた方が、一般の方でもですけれども、やはり双子、三つ子とか授かった場

合に、少しでも14回以上の検査費用を町で何とかならないかと思ったんです。別にこれだけ

じゃなくてですね、３人乗り用の自転車のほかにも、もしかしたらベビーカーとか、赤ちゃ

ん用のベビーシートとか、あとは赤ちゃんのベッドとか、そのような用具の無償のこともほ

かの市町村でもされていますので、やはり何かそういうところも蟹江町は子育てに力を入れ

ているんだなという、まだ近隣ではやっていないことを先にやっていただけないかなとこれ

は思います。また、これも町長どういうお考えか、またお聞かせいただきたいと思います。 

  また、避難所の体育館であります。これも、教室等にはこの辺の近隣では町長はいち早く

空調設備をつけていただきました。今はほかの市町村もつけ始めましたけれども、これも町

長の４期、そして今５期目で、国とのパイプもかなり太くなってきていると思いますので、

ぜひともですね、国から補助を取ってきていただいて、１校ずつでいいですので、体育館に

空調設備を整えていただけるとありがたいと思います。 

  次に、高速道路の一時避難ですが、やはり、このちょうど一時避難するところが須成であ

り、私たちの住んでいるところでありますので、やはり町民の須成の人たちはいつできるん

だという話を聞きます。当然このままずっと何も工事もなくですね、ある人は、あの土を駆
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け上がっていけばいいのかという方もみえて、いえいえ、ちゃんと階段ができる予定ですよ

というお話はさせていただいているんですけれども、何とか町長の任期の間にですね、少し

でもこの道しるべでもなるようなことができれば幸いでございますので、よろしくお願いい

たします。 

  ちょうどＪＲ蟹江駅の南側の駅前広場のこともちょっと町長にお聞きしたいんですけれど

も、これ今須成線が今答弁にありました。まだ15筆サインを頂いていない。となりますと、

やはり心配なんですね。このＪＲ蟹江駅南側の駅前広場と、それから名古屋弥富線駅前南線

を消防署の横まで本当にこれ開通できるのか。それは、皆さん、土地を持ってみえる方々が、

いいよいいよと、どいてあげるよ、そういう方々ばかりならいいんですけれども、やはりこ

のように今須成線開通も、まだ何年もたってもですね、なかなか前に進んでこない。となる

と、このＪＲ蟹江駅南側の駅前広場から道路もですね、これも橋上駅ができたはいいけれど

も、なかなかこれ道路は開通するのもかなり時間がかかるんではないかと。となると、やは

り家を、まだ消防署の裏側には家もたくさんあります。そこの家の方々に早いうちからです

ね、後回しにせずに、早いうちから声をかけて、なるべく行きづらいところから声をかけて

土地の買収のほうに動いていただきたいと考えますので、その辺の答弁をお願いいたします。 

  プレミアム商品券、これお話がありました。前回、前々回と町長のほうにもいろいろとお

電話があったり、クレームの話があったり、でも、これは100％必ずいい答えが出るのは難

しいと思います。やっぱり、商工会の方としゃべっても、前々回は売れ残ったから、多分今

回は大丈夫かなと思ったら、もう逆に人気があり過ぎて足りなくなって今度はまた怒られた

と。じゃ、今回はどうやってやっていけば一番いいんだろう。でも、まずはやっていただい

て、一番の支援は、今コロナウイルスで影響を受けている事業のために行っていただくわけ

ですので、何とか蟹江町の事業が盛り上がるためにプレミアム商品券、皆さんが何となくで

も納得していただけるような考えをお願いいたします。 

  また、新型コロナウイルスの対策備品、これも本当に私たち食品衛生協会の方に聞いても、

まだ余裕で大丈夫だと思っていて、領収書をまだ出していなかったという方もたくさん聞い

ております。そうしたら、もう１カ月もたたない間に終わってしまったの。またこれ始まる

かなという話も聞いておりまして、また今年度していただけるということですので、本当に

感謝しておりますので、ありがとうございます。 

  では、質問のその不妊治療と、あとＪＲ蟹江駅南側の広場の整備の土地のこととを答弁い

ただけたらお願いいたします。 

○町長 横江淳一君 

  どうもありがとうございます。 

  じゃ、もうちょっと詳しく掘り下げて、妊婦さんの話でありますが、また先ほども言いま

したように、詳細については担当のところへまた聞いていただけるとありがたいと思います。
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考え方だけをちょっと述べさせていただきたいと思います。 

  公的補助が確かにこの４月から拡充されますし、町としてもその余っているという表現は

ちょっと違うんですけれども、そのお金を別のところに差し向けていきたいなと。予算が余

ることはあまりありませんし、余るような予算を何で組むんだという話になってしまうので、

それはちょっと違うと思うんですけれども、実はですね、14回の健診プラス余分に５回マッ

クスでやっている自治体があるのでね、どうなのということで、実は54市町村のうち18市町

村がやっておみえになります。医療機関においては、保険適用でやられる医療機関もあれば、

そうでない機関もあるので、これは一概にちょっと言えませんので、健診方法によってはそ

のリスクがあるのかも分かりません。でも、先ほど冒頭に申し上げましたとおり、余ってい

るわけではありませんけれども、もしもそういう流れになればですね、そちらの方向に向か

っていくべく努力をさせていただきますので、よろしくお願いしたいというふうにおっしゃ

っていただけるとありがたいのかなと、こんなことを思っております。 

  ２番目の体育館の件でありますが、すいません。国にパイプがあるという、そのパイプも

長いこと使わないと腐りますので、新たにまたいろいろなパイプをつくっていかなきゃいか

んと思いますが、実際その体育館に空調の設置をということで、国の補助金、先ほど言いま

した県の補助金、町体育館の蟹江町の中央公民館の前にあります体育館も避難所、一番最初

の避難所になりますので、ここをまずモデルにしたらどうだという意見もありました。蟹江

中学校は広範囲にわたるから、あそこをやったらどうだという意見もありました。 

  そんな意見の中で、まずは１つモデル的なところを作っていきたいなと。媒体として、電

気なのか、それともガスなのかということになると、例えばＬＰガスを使うとまた別の補助

があったり、いろいろなメニューがあるようでありますので、一度それはですね、財政の状

況も見ながら、今回も非常に厳しい状況の中で予算を組ませていただいておりますし、基金

を取り崩せばいいという問題では全くありません。後世に借金をたくさん残していけばいい

という問題でもありません。ですから、我々としては適材適所のところにしっかりと予算を

配分するんですけれども、これは緊急の中での大事な事業だと思っておりますので、前向き

にしっかりと、まずは１つどこかで作っていければなというふうに今検討させていただいて

いますので、そのパイプもしっかりと磨きながらやっていきたいと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

  あと、避難所のことにつきましては、本当に申し訳ないです。決してなおざりにしていた

わけではありませんが、どこかでご報告をもしもあれでしたらさせていただきますが、なか

なかＮＥＸＣＯさんもしっかりと協定を結んでいただいて、非常の場合は上がっていただい

ても結構ですよと。ただし、結構ですよというと、常時上がっていただくということではあ

りません。 

  それと、もう一つ、１年半前に祭人（さいと）がオープンをいたしました。堤防の上に、
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右岸堤にあるわけでありますが、あそこの屋上２階もこれ避難所として今登録してあります

ので、近隣の方何かあった場合は祭人（さいと）に避難をしていただくことも可であります

ので、それもまた告知をいただけるとありがたいと思います。 

  やっぱり、億単位の投入をしてインターチェンジの入り口に避難所を作るというのはどう

なんだろうと。やるんでしたら、やっぱり弥富、それからほかの近隣の状況を見ながら考え

ていかなきゃいけないのかな。これだけはすぐ今ここでは結論出ませんので、もうしばらく

お時間いただけるとありがたいというふうに思います。 

  あとですね、先ほどの今須成線のもうＪＲの北側はとっくに終わっているよと、いつでき

るんだという質問をいただきました。本当に申し訳なく思いますが、今一生懸命毎日努力を

させていただきたいというふうに思います。 

  それと同時にですね、ＪＲ蟹江駅南の駅前広場、これいつ頃できるんだということも今ご

質問いただきました。この件についても、南側の駅前広場については、一部は令和２年に取

得済みであります。それは、土地の前ですね。残りの土地については鋭意やっていくわけで

ありますが、問題は消防署までの新本町線の延長であります。これもほかの議員さんからご

質問をいただいておりますので、このことにつきましては、現在居住をされている方も先ほ

どおっしゃるようにおみえになります。金銭的な合意だけではなくて、居住先の選定をして

くれだとかということも考えていかなきゃいけない。そのことも含めてですね、早い段階で

の取得を目指すように今鋭意努力をしております。 

  駅前線、ＪＲの駅前広場から名古屋弥富線、県道に向かっての延長が大体380メーター、

幅員が18メーターの道路で計画をしておりますが、買収予定は大体60筆、今現在完了してい

るのは……ごめんなさい。ちょっとまだ今数字は書いてございませんが、県と協議を進めな

がら、県道の接続になりますので、しっかりそこはやっていかなきゃいけないと思いますが、

いつ頃できるんだということで、ここで言うと、あの日にやると言ったろうということを言

われると非常に厳しいんですが、５年から７年ぐらいは要るのかなというふうに今思います。

ただ、これもですね、１日も早い土地取得ということになれば、ご協力をいただければです

ね、早いスピードでできるのかなと。ＪＲの北が本当に非常にいいアクセスになりました。

南側も１日も早いロータリーの完成を見たいと思っておりますので、南側の市街化調整区域

さんも含めてですね、活性化ができるような、そんな施策をしていけるとありがたいと思い

ますので、またご協力をいただければありがたいと思います。 

  最後に、プレミアム商品券と補助金の問題でありますが、本当に全てこれが完結型だよと

いうことはあり得ないと思っています。多分、商工会さんとしても、我々の町の考え方もそ

うでありますが、近隣の市町村の方に券を買っていただいて、幅広く蟹江町で買い物をして

いただけるとありがたいなという趣旨の考え方もあったわけであります。はがきで抽せんで

当たった人、当たらない人というふうに分けたのが、これはちょっとまずかったかなとか、
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でも、それも仕方がなかった。結果ですから、皆さん。特に、蟹江町内の町内だけの方にこ

れ券が渡ったわけじゃなくて、町外の方にまたたくさん渡ってしまったということもあって

ですね、どうしてだという質問をいただいたのも事実であります。でも、最終的には蟹江町

で買い物をしていただくわけでありますので、それはちょっと我々としては、これだけ人気

が出て、これだけなくなってしまうというのは考えておりませんでした。ですから、今回だ

けは、３回目になりますので、しっかりとそこは完璧ではないまでもすり合わせをしながら、

いつやるのか、どういう形でやるのか、どこに重点を置くのかということをしっかり検討し

た上でやっていただければありがたいというふうに思っています。 

  また、高額な支援金、いわゆる感染対策の支援金については、我々も思った以上の反響が

あったわけでありますので、25件ぐらい取りこぼしがあった。ひょっとしたら、もっとあっ

たかも分かりません。ただ、予算には限りがありますので、これもいわゆる臨時交付金を充

てております。ですから、やみくもにどんどん出せばいいという問題じゃありませんので、

そこはしっかりとご理解をいただいた上で、我々も継続事業として令和４年度頑張ってやっ

てまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○３番 石原裕介君 

  ありがとうございます。 

  ＪＲ蟹江駅南側の駅前広場、それから道路、僕はこの今須成線の土地の取得もですね、や

はり土地を買収するということは大変だと思います。ですけれども、私たち議員にもですね、

さっき町長が５年から７年かな。でも、そういう計画でいいですので、いつまでにここまで、

そしてこの先にこれをしてこれをやって最終的に完結をするという、そういう計画だけでも

出していただけるとありがたいかなと思っております。 

  最後に、こういうふうにちょっと予算が厳しい中ではありますけれども、町民の暮らしの

ために今後もよろしくお願いをいたしまして、私の代表質問を終わります。ありがとうござ

いました。（拍手） 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、以上で石原裕介君の質問を終わります。 

  ここで、消毒作業のため、暫時休憩とします。お願いします。 

（午前10時10分） 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前10時12分） 

○議長 佐藤 茂君 

  続いて、２番 新政会代表 吉田正昭君の質問を許可いたします。 
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  吉田正昭君、ご登壇ください。 

（11番議員登壇） 

○11番 吉田正昭君 

  吉田正昭です。新政会を代表しまして、町長の施政方針に対して質問させていただきます。 

  まず最初に、分野１、「子育て・健康・福祉」より、３の高齢者福祉事業の施策の１つと

して、移動や外出に困難を抱える高齢者の移動支援事業として、公共交通の空白地帯である

鍋蓋新田、南、舟入地区において、地域住民が主体となって移動支援ボランティア「かにあ

し」の活動を行っている。この事業は、トヨタ・モビリティ基金の活用で成り立っている。

ただ、今年度に助成期間は終了します。そこで、町は、この事業の継続のために、助成期間

終了後は移動支援ボランティア事業運営委員会へ補助金の交付で引き続き運営することにな

っているようですが、事業の内容はどのようになるんでしょうか。現在の事業内容をそのま

ま引き継ぐのでしょうか。また、この事業は、町内の一部地区での活動で、この地区と同じ

ように交通の利便性に不便を感じている他の地区への広がりもなく、今後同じように活動し

たいと申し出があった場合には同様な取り組みが必要になると思います。将来を見据えた場

合、この事業、活動をどのように運用するつもりがあるのかお聞きします。 

  次に、分野２の教育・文化より、１の学校教育事業の内容の一端より、特別な支援を必要

とする児童生徒に対して補助教員の充実を図るとともに、外国にルーツを持つ児童生徒に対

して日本語指導員の充実を図ることで、よりきめ細やかな支援体制を構築し、不登校の予防、

解決につなげるとあります。いずれにしましても、中学校を卒業したら進学するか、社会に

出て働くことになるかと思います。日本語を習得するのは外国の人には難しいと聞きます。

コミュニケーションが取れなければ、学校に行く気にもなれず、授業にもついていけなくな

ると思います。子どもたちの教育を受ける権利の保障に努めますと結んでおります。具体的

にはどのように日本語教育をして教育レベルの向上に導くのでしょうか。また、外国にルー

ツを持つ不登校の児童生徒に対してどのように取り組んでいくのかお聞きします。 

  そして、外国語指導助手派遣事業については、小学校英語教科化に伴い、小学校に派遣す

る職員を２名に増員しとありますが、外国籍の人をアルバイトのように雇用するということ

でしょうか。 

  世界から見て、日本人は英語が話せない民族みたいです。世界では英語が共通語と言われ

たりしています。長期的には、各学校に英語の専門の教師の採用が必要になるかと思います

が、どのように考えていますか。 

  次に、２の「生涯学習事業」として、青少年健全育成において中学生沖縄県読谷村交流事

業を継続とありますが、中学生が現地に行かないとできないことが多い事業のように思いま

す。このコロナ禍において継続できる事業でしょうか。どのようにお考えですか。 

  また、現在、中学生にも一人一人にタブレットが行き渡っています。情報教育にも取り組
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んでいると考えます。今後オンライン授業も始まるかと思います。そこで、オンラインでの

交流が読谷村の中学生ともできるのではないかと考えます。今、世界は情報機器、システム

で１つにつながっています。時代に合わせての交流も必要かと思います。どうでしょうか。 

  また、アメリカのマリオン市との交流は今後どのように考えていますか。 

  そして、交流事業も１つの健全育成ですが、町内における青少年健全育成の事業としては

何に重点を置いていますか、お聞きします。 

  次に、３の歴史文化の継承事業として、蟹江町文化財保存活用地域計画を策定とあり、取

り組みのスケジュールも表記されています。この計画の具体的な内容は、また実際にどこま

で進んでいるのか。そして、今後の文化財の取り組みを「見える化」とはどのようなことな

のでしょうか。そして、歴史・文化のまちとして地域の伝統資源を生かしたまちづくりとは

何を目指すものなのでしょうか、お聞きします。 

  次に、分野３「環境・安全」より、６の交通安全事業について。 

  高齢者の交通死亡事故が多いことを踏まえて、高齢者に対し交通安全教育を積極的に行う

とともに、歩行者及び自転車利用者への指導・啓発を実施し、交通安全ルールの遵守やマナ

ーの向上に取り組むとありますが、このような事業も交通安全対策としては大切なことだと

思います。 

  ただ、そもそも交通安全対策はインフラ整備の問題が大きいのではないかと考えます。既

成市街地において、道路が狭い、歩道も狭いなど、歩行者や自転車利用者には危険な場所が

たくさんあります。この現状の改善があっての交通安全事業と思いますが、どうでしょうか。 

  次に、分野４の「都市基盤・産業」より、３の市街地整備・住環境事業として、近鉄富吉

駅南地区の土地区画整理事業は、先ほどの交通安全事業にも関わり合いになるかと思います。

まず、道路が整備されれば、歩行者も自転車利用者も安心かと思います。ぜひ前に進めてい

ただきたいと思います。 

  さて、危険な空き家の除却を促進するため、除却にかかる費用の一部を補助することで快

適な住環境の形成を図るとあります。確かに、私の住んでいる身近なところでも危険な空き

家が解体され、周りの環境が変わりました。交差点での危険の確認がしやすくなりました。

また、空き地が増え、火災の心配や地震のときの建物の倒壊、朽ちた空き家の瓦の落ちる心

配などがなくなり、住民も安心できます。地域住民としては大変助かります。今回、危険な

空き家の除去を補助することは、地域の住民にとっても歓迎するところです。この事業の具

体的な内容はどうなっていますか。 

  ただ、危険な空き家に対して補助するということは賛成しますが、当然私たちの税金が使

われます。補助することと同じように、固定資産税の課税の強化も必要ではないでしょうか。

そのあたりをどのように考えますか、お聞きします。 

  次に、５の観光・シティプロモーション事業の川に親しむ事業について。その事業の中の
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１つとして、川に親しむ事業として、川沿いの日常を地域の魅力と捉え、観光資源化できる

ように、川に親しむワークショップやイベント等を開催します、川沿いの空間の在り方を地

域住民や来訪者等と意見交換することで、関係人口の増加を図っていきます、とあります。

具体的な内容はどのようなものでしょうか。 

  以上お聞きします。よろしくお願いいたします。 

（11番議員降壇） 

○町長 横江淳一君 

  それでは、吉田議員のご質問にお答えをしたいと思います。全部で11問、12問くらいある

かも分かりません。答弁漏れがありましたら、すいません。ご指摘をいただいて再質問して

いただければありがたいと思います。多岐にわたっておりますので、すいません、違うこと

がありましたらまたご指摘をいただくということでよろしくお願いしたいと思います。 

  まず、移動支援ボランティア事業についてであります。 

  おっしゃいますとおり、これはトヨタのモビリティ基金2,000万円を使ってスタートをさ

せていただきました。今現在、住民代表の方で組織していただいています移動支援ボランテ

ィア運営委員会が今主体となってございますが、いかんせんこれも助成期間がですね、令和

２年８月からたしか令和４年７月までといいますと、もうしばらくで終えんを迎えるわけで

ありますけれども、ただモビリティ基金が終わってもですね、町といたしましては補助をし

て、今までどおりの状況を続けていければというふうに思っています。 

  そんな中で、今現在社会福祉協議会が事務局をやっていただいておりますので、蟹江町が

事務局へ直接補助金を渡してスタートしていただけるということで、移動支援ボランティア

の運営委員会があくまでも中心になっております。 

  ご質問のですね、今現在は鍋蓋と、それから南地区、それから舟入地区の65歳以上のかつ

乗車時に介助を必要としない方、いわゆる自分で動ける方ですね。そういう方を中心に、自

身が運転できない方だとか、いろいろな条件はございますけれども、ほぼほぼ一般の方に利

用していただけるように今やってございます。実際、電話またはスマートフォンアプリで予

約をしていただくということも相当普及をしてきたと思います。 

  今後ですね、これを広げていくというご質問があったので、これは、あくまでも活動でき

る住民がボランティアの委員会にまずちょっと所属をしていただいて、そこで検討していた

だくということがまず必要ですので、ここにぽっと入ってというのはなかなかちょっと難し

いのかな。まずは、運営委員会、協議会の中に入っていただく。これは、社会福祉協議会と

相談をいただければいいと思いますので、ぜひともまた相談をしていただいて、もしもご要

望があれば、今現在ある鍋蓋、南、舟入地区以外のところでもこれを活用することができる

と思います。 

  今、ボランティアの運転手さんがたくさん集まっていただいておりますので結構ですが、
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これができなくなる状況がまたくるかと思いますので、また別の方法を考えていかなきゃい

けない。とにかく、買い物難民、病院難民、そういう者をつくらないように、我々のお散歩

バスだけでもフォローできない部分をしっかりとここでフォローしていただければいいのか

な。これが増えることに関して、またいろいろなお知恵をいただけるとありがたいというふ

うに思っておりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

  利用状況がいまいちまだあまり進まないというのも現状ありますので、何かまだ分かりに

くいのかなというのもあります。ただ、この使用実態をしっかり見ながら進めてまいりたい

と思います。そのことも付け加えて答弁させていただきたいと思います。 

  あとですね、２番目の質問でありますが、日本語指導員、それから、ちょっとお待ちくだ

さいね。外国語のあれですね、すいません。 

  まずその前にですね、特別な支援を必要とする児童生徒に対しての補助員の充実を図る。

このことについては今までもやっておるわけでありますけれども、特にスクールサポーター、

これは補助教員と言われている者でありますけれども、特に通常の各学級に所属をいたしま

すいわゆる発達障害の方だとか、そういう方、特別な教育を必要とする生徒に対しての指導

や学習補助をするスクールサポーターもしっかりと今創設をさせていただいております。特

定の中でいわゆるチームティーチングというのをやっておりまして、子どもたちの個別の課

題に応じた指導やそういうのも、支援もこれからもずっと続けていきますよということを羅

列をさせていただきました。特に、日本語教育が必要な児童に対しては、個別に取り上げと

いう形で学習指導もやっております。日本語指導、いわゆる日本語の指導補助員というのも

スタートさせていただいておりますので、ご理解をいただきたいというふうに思っておりま

す。 

  次に、不登校の児童に対してどのように取り組んでみえるのかということでありますが、

いわゆるその適応指導教室「あいりす」、学校へ行きたくない子だとか、いろいろな事情が

あった生徒を受け入れて、これを個別というのか、それぞれの心の居場所だとか自分の居場

所をつくるために奮闘、努力をしていただいております。校長先生のＯＢだとかに今指導員

となっていただいて、学校復帰をしっかりと図っていただく、そういう施策もだいぶん前か

らやっておりますので、今このことに対して新たに何を増やすかということではなくて、今

までやっております。 

  １つはですね、令和４年度から、これも施政方針にうたわせていただきましたが、スクー

ルソーシャルワーカー、これを配置をして、特にいじめだとか、それからいろいろなものに

対しての解決に向けての方向性をしっかりと持っていきたい。これも、今選定をしてですね、

特に今家庭問題だとか、それからいろいろな問題がたくさん社会問題が起きておりますので、

それに対応できるような、そういういわゆるスクールソーシャルワーカーを今後配置をして

いくということも今回の施政方針でうたわせていただきましたので、よろしくお願いしたい
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というふうに思います。 

  それからですね、あと、外国にルーツを持つ児童生徒につきましては、これはちょっと前

からやっていただいております川崎准教授を中心に、週に大体１週間に１回程度、５週にわ

たりまして夏休みの、これ夏休みの宿題というのは日本固有のものでありまして、なかなか

それになじめないということで、日本の風習を学ぶとともに宿題をするということで、これ

も不登校を防ぐ大きな目的もありますので、これもこれからも続けていきたいというふうに

思っております。かにえ子ども日本語の会に事業を委託をしておりまして、これからも委託

をしていきたいというふうに思っています。毎年50名前後の方が参加をしておりまして、私

も数回お邪魔をして、非常に活気のあるところであります。 

  あとですね、やっぱり日本語が分からない、コミュニケーションができないということに

ついては、自動翻訳機が今あるんですね、ポケトークというの。それも配りましてですね、

コミュニケーションが図れるように、地域でそこの家族が孤立をしないように、そんなこと

も今やっております。 

  あとですね、ＡＬＴのご質問がありました。これ、アルバイトのようにこれするというこ

とではなくて、それやるとちょっと大変でございますので、そうではなくて、会計年度職員

に、もしもＡＬＴをやるということになると非常に煩雑なあれが要りますので、別の形で派

遣契約を結ばせていただいて、外国人の先生を各小中学校に特に派遣をしております。特に

ですね、令和４年度からは、小学校へ２名、中学校へ１名、３名体制に移行いたしますので、

これもご承知おきをいただければありがたいというふうに思いますとともにですね、全ての

教科書、小学校というのは全ての教科を教える学級担任制であったということですが、令和

４年度からは、高学年の一部の教科でありますけれども、教科専任制が始まるということも

今言われておるわけでありますので、教員の足らないだとかいうこともありますが、これは

いろいろな形でまた教育事務所のほうにお願いをするという形になると思います。これも蟹

江町ばかりの問題ではなくて、ほかの自治体でもやっぱり同じような問題があるわけであり

ますので、これは国の施策としてやっぱりしっかりやっていただくようにまた要望していき

たいな、こんなことを思っております。 

  続きまして、中学生の沖縄県読谷村の派遣交流事業につきましてご質問をいただきました。

この件は、平成29年度から、スタートはですね、観光交流大使ということで、観光協会のつ

ながりから持っていこう、蟹江町に観光の誘客を増やそうという下で、中学生、やっぱり軟

弱な考え方を持っている中学生を派遣をして地域の方と交流していただく、これが１つの大

きな目的でありました。とともにですね、平和教育ということで、沖縄県読谷村という、村

といっても４万1,000人ある日本で一番大きな人口を持つ村でありますけれども、その村、

読谷村は、過去昭和20年以前アメリカ軍の初上陸したところでありまして、たくさんの犠牲

者を実は出してございます。その経験を語るも、戦後77年たちますので、それを語る方は非
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常に少なくはなりましたが、まだまだ長寿の方がおみえになりまして、民泊でその体験だと

かいろいろなことをお話をしていただくということが非常に子どもたちの心の中に入りまし

て、戦争の悲惨さ、平和の尊さをしっかりと自分が習得をして、帰ってきて仲間にそれを伝

えるという大変いい効果が出ているということで、それを目的とさせてもいただきました。 

  そこでですね、いわゆるオンライン交流のことも今ご質問いただいたわけですが、ご存じ

のように、全ての児童生徒にタブレットがお渡しをしてありますが、まだ持ち帰って云々と

いうことは、試験的に今年度からやりたいとは思っておりますが、読谷村もそうでありまし

て、Ｚｏｏｍ交流ができないわけではありません。これも、やっぱり１つの方法として、ア

イテムとしてこれからやっていかなければいけないというふうに思っております。まずは、

平和教育をしっかりと直接フェイス・トゥ・フェイスで話を聞くという重要なことがあるの

で、それはそれで尊重していきたいとともにですね、民泊をやることによって、沖縄の風土、

生活、同じ日本である一番南の地域にあるそこの風土だとか、特産物、農産物、蟹江町との

交流も含めて勉強していただくべく場をつくっていきたいな。ただ、いわゆる青少年健全育

成の中での非常に多額なお金を使うということでありますので、そればっかりが青少年健全

育成ではございませんので、それもご承知おきをいただければなと。また後の質問にあると

思いますが、付け加えさせていただきたいと思います。 

  それと同じくして、マリオン市の交流事業のこともご質問いただきました。ご存じのよう

に、アメリカは今入国が許可されておりません。もちろん、ちょうど僕が一番最初にお邪魔

をしたのが平成19年１月だったというふうに記憶をしております。これは、教育長と、それ

から担当課長と３人で、予算が組めてございませんでしたので、別の形で自分たちでお金を

出しながら、どんな国だろうということで、現地のアイシンの社長とお話をさせていただい

たのを覚えてございます。派遣は平成20年から、中学生８名でスタートをさせていただきま

した。途中までは毎年やっておりましたが、平成24年度を境に、平成26年度から相互交流と

いうことで、向こうから来る、こっちも行くということで、隔年で実施をさせていただいて

おります。合計で、平成30年度が最後になって今のところ中断をしておりますが、100名弱、

96名の中学生が現地へ赴き、交流を深めたというふうに思っております。中には、キャビン

アテンダントになられた方、それから外交官の補佐になられた方、数人の方がおみえになる

ということで、大変誇らしく思いますし、大変うれしくも思ったわけであります。 

  今後ですね、これも先ほど言ったように、Ｚｏｏｍ、オンラインで交流することは可では

あります。可ではありますが、時差が13時間以上ありますので、夜と朝ということで、どこ

でその折り合いをつけるかということもあります。その前に、まず渡航ができるような、そ

んな状況に１日も早くなればですね、また調整をさせていただき、まずはオンラインでいろ

いろな交流をしながらやっていけるような、そんな状況をつくっていきたいと思いますので、

よろしくお願いをしたいというふうに思っています。 
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  ３月にビデオメッセージを現地へ送って、蟹江町の観光アイテムだとか、いろいろな備品

をお贈りをいたしました。またもしもよろしければ、ユーチューブにありますので、吉田議

員見ていただけるとありがたいと思いますし、アメリカへ研修で行った生徒が、今消防署員

になって蟹江町の安心・安全を守っていただいている、そういう方もおみえになりますので、

一度拝聴いただければありがたいというふうに思います。 

  先ほどちょっと触れました青少年健全育成の事業につきましては、決して読谷村の派遣だ

とか、それが全てではなくてですね、成人式も健全育成の１つであるというふうに思います。

また、青少年健全育成事業と銘打っていろいろな事業もありますし、生涯学習、まちづくり

推進町民大会も、課は違いますが、それも１つの交流事業になると思います。また、ライオ

ンズクラブさんを通じて、民の力で薬物乱用の防止のいろいろな講義をやっていただいたり、

いろいろな民間の方にお力添えをいただいて交流しているのも青少年健全育成の事業の１つ

だというふうに思っております。 

  特にですね、学校、ＰＴＡ、青少年の、警察も含めてでありますが、街頭で啓発啓蒙運動

をこれからもしっかりやっていって、青少年を犯罪に巻き込まないような、交通事故も含め

てでありますけれども、しっかりとこれからもやってまいりたいということを思っておりま

す。 

  続きまして、蟹江町の文化財保存活用地域計画の内容と進捗状況ということでご質問をい

ただきました。今現在、作成中であります。これがですね、まだまだ全貌を議員の皆様方に

お示しをするとあれですけれども、一応ある程度の冊子のゲラはできておる。調整用のです

から、まだ見せるまでの段階ではないわけでありますけれども、やっぱり蟹江町には様々な

歴史・文化があるということ、これを文化財の指定文化財に加えて、これからどうやってや

っていくかということをご質問いただいた。「見える化」にしてですね、こういう形でやる

んですよということをこれからもやってまいりたいというふうに思います。 

  計画作成のため、これ基礎調査を含めてやっておるわけでありますけれども、今リストア

ップしているだけでも400カ所以上の文化財だとか重要歴史資料が今リストアップをされて

おります。これからですね、これをしっかりとまとめながら、パブリックコメント、それか

ら、皆様方にもお示しをして意見を聞きながら進めてまいるわけでありますが、今現在どう

だということになりますと、まだちょっと作成段階でありますので、なかなかお示しするこ

とができませんが、できるようになりましたら計画書を策定、発行する以前に皆さんにまた

お示しをしたいなと、こんなことを思っています。何をやっているんだではなくて、今こん

なことをやっているよということをあらかじめ皆さん方にお示しをするということが「見え

る化」だというふうにご理解いただけるとありがたいというふうに思います。 

  それから、交通安全の関係のことでご質問をいただきました。高齢者に対する交通安全は

どうなんだと。それよりも何よりも、狭あい道路があること自身がというご指摘もいただき
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ました。まさにそのとおりでありまして、高齢者に対する交通安全のことにつきまして、今

現在、交通安全教室等々、これ長寿会を中心にやっているわけでありますが、２年間実は開

かれておりません。令和２年、３年と、これ当然コロナの影響でありますが、非常に残念で

はありますが、特に令和元年についてはほぼ須成、藤丸、新蟹江、舟入等々、いろいろな地

域で交通安全教室をやっているわけであります。やっぱりお年寄りの交通事故に巻き込まれ

る方、そして、お年寄りが加害者になられることが結構多いわけでありまして、これをしっ

かりルールの遵守とマナーの徹底をこれからもやってまいりたい。そんな一環として、まだ

義務づけはしておりませんが、ヘルメットの着用が今非常に騒がれておりまして、特にＳＧ

マーク、安全マークのあるちょっと高価でありますが、そのヘルメット購入について２分の

１補助、上限が2,000円でありますが、補助をさせていただいておりまして、結構たくさん

の方の申し込みが安心安全課にありまして、これもまた実は予算切れになってしまいまして、

大変申し訳なく思います。来年度も続けて予算計上させていただいておりますので、ぜひま

たご賛同をいただけるとありがたいというふうに思っています。 

  根本的には、じゃ狭あい道路があるじゃないかと。蟹江町たくさんまだございます。吉田

議員も、かねてからも狭あい道路のことについてご質問いただいておりますので、その件に

ついてもまずは１つの地区から狭あい道路をなくすための施策をこれからやっていこうとい

うことで、具体的に今、特に舟入地区の皆さんにお世話になることになると思いますが、ま

たご協力いただければありがたいというふうに思っております。 

  あと、それから、危険空き家の除却の事業のことについてご質問をいただきました。これ

はですね、本当に前から言われております危険な空き家をどうするんだ。利用できる空き家

と、空き家の調査をして、蟹江町としては前へ進むべきじゃないかというご意見をたくさん

いただいております。実際その強制撤去するわけにいきませんし、空家法に基づく除去の勧

告をして特定空き家に認定されればということでありますが、所有者が分からない場合、こ

ういう場合はいいんですが、分かっておる場合は非常に難しい。相続の問題だとか、あと、

いわゆる住宅用の特例、税金のいわゆる免税の問題もあります。これは、前からずっとある

わけでありますが、そうかといって、そのまま放置をして、危険な空き家がそこに置いてあ

るということは非常に厳しい状況じゃないかということで、今回実は補助を出してですね、

やる。ただし、これもちょっと細かい条件がありますので、また吉田議員、ご商売ですから

よくご存じだと思いますが、ご相談をいただけるとありがたいと思います。国庫補助、県補

助、町補助を含めて、マックス上限20万円でありますけれども、一応しっかりやらせていた

だき、空き家の除去に努めてまいりたいというふうに考えております。すぐにはできないか

も分かりませんが、こういう施策をすることによって１つの啓発になるんではないかという

ふうに思っております。 

  ただ、そうはいっても、先ほど申しましたとおり、固定資産税のいわゆる減免に値する建
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物についてはいわゆる６分の１軽減がなくなるわけでありますので、それによって税金たく

さん払わなきゃいかんだとか、いろいろな個別の問題が出てくると思います。実際あるわけ

でありますので、それをしっかり調査した上で、頂くものはやっぱりしっかり頂いて調整を

する。ただし、それも所有者がある場合。相続放棄をして、誰が所有者か分からない場合特

定空き家という形になると思いますが、非常に詮ない話がこれからも出てくると思いますが、

やっぱりしっかり固定資産税も我々としては徴収義務がありますので、払っていただくこと

に対してしっかりこちらからもアピールをしていきたいな、こんなことを思っておりますの

で、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

  最後にですね、川に親しむ事業の具体的な内容ということで、今現在、須成の天王橋の横

に観光交流センター祭人（さいと）ができました。かつてですね、吉田議員とも一緒にやり

ました蟹江川の河川の南側、二ツ屋橋のところの水辺スポットの整備を県の補助金を頂き、

蟹江町が整備をいたしました。犬山の鵜飼いを持ってきて、あそこで蟹江鵜飼いと称して地

域の皆さんにご協力をいただき、イベントをやらせていただきました。残念ながらコロナの

影響で２年間、今年も多分できないんじゃないかなと思うんですが、相手の都合があります

ので、せっかくあそこでちょっと盛り上がってですね、地域の活性化の一翼を担うと思った

んですが。 

  そんな状況で、やっぱり蟹江町の川でありますので、川の富がここまで蟹江町を発展させ

たと言っても過言ではありません。しかし、川があることによって大きな災害が引き起こさ

れたのも事実であります。ですけれども、この蟹江川、川の中心を流れる川のいろいろなこ

れからの歴史的な、先ほど言いましたような歴史の保存計画も含めてでありますが、それを

捉えて、平成28年、４年前、５年前になりますか、ユネスコの世界遺産に須成祭が登録をさ

れました。実際、この県の文化財、国の重要文化財、そして今ユネスコの33の１つでありま

すので、これをクローズアップするために、国土交通省のかわまち支援制度に応募し、そし

て県と協力をして、今左岸堤、右岸堤、天王橋、それから御葭橋、飾橋、ここまでのＳ字型

の堤防、右岸堤、左岸堤を今きちっと整備をさせていただきたいというふうに思います。 

  それとともにですね、観光産業プロジェクトを立ち上げまして、蟹江町、商工会、観光協

会が一緒になって、地域でいろいろな市場実験、ワークショップもやっております。現実に

今年度でありますけれども、ＪＲの「さわやかウォーキング」を引っかけて、あそこである

コンサルの方に市場実験をしていただきました。これもですね、川の環境をしっかりこれか

ら保っていくとともにですね、今現在あるこの地域のいろいろな歴史、そして文化を祭人

（さいと）を中心に情報発信をしていこうという、そういうこれからは考え方を持っており

ます。特に、河川の掃除は、蟹江川をきれいにする会という民間の団体の方に協力をいただ

き、これもコロナの影響で今現在進めることができない状況になっておりますが、これが正

常な状況に戻ってきましたらですね、川を中心としたいろいろなイベントをまたこれからも
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やっていき、イベントだけではなくて、そこの現在ある状況をしっかり使って、そこで未来

永劫、例えばご商売が盛んになるような、そんな取り組みもやっていきたい。これを考えて

おります。今現在は、蟹蟹フェアだとかマルシェとか、祭人（さいと）を中心にいろいろな

展開をしております。今年中、令和４年度の頭には駐車場の整備をして、また新たな情報発

信の場所になるというふうに思っておりますので、北、そして先ほど冒頭に言いました南の

水辺スポットも同じくこのような形でこれから前へ進めてまいりたい。これが、川に親しむ

事業の具体的な内容ということで進めていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

  以上、答弁漏れございましたら、またご質問いただければありがたいと思います。 

○議長 佐藤 茂君 

  ありがとうございました。 

  途中ではありますけれども、暫時休憩させていただきます。11時から再開したいと思いま

す。 

（午前10時50分） 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前11時00分） 

○11番 吉田正昭君 

  それでは、再質問させていただきます。 

  最初の「かにあし」の件なんですが、これほかの地区からも協議会に参加すれば一緒のよ

うにやっていただけるという話ですが、これはトヨタ・モビリティ基金で始まっていますが、

そのとき、現在車の台数等々いろいろな問題があるんですが、新規にこの事業を始めた場合

の負担というのは町が負担すると、先ほど答弁ありましたように補助金で運営していくとい

う形ですから、車もそのように手当てするような形になるのかなというふうに思いますし、

ただ、一番気になりますのは、高齢者の移動支援事業ということになっておりますが、先ほ

ど町長からお散歩バスの言葉が出たんですが、このお散歩バスは高齢者でなくても誰でも乗

れるわけですが、この事業に関しては地域のボランティアの方が高齢者の移動支援事業とし

てしてみえるわけですが、町全体の移動支援事業ですよね。高齢者から中高年の人から若い

人、そのような取り組みが現在非常に弱いのではないかというふうに考えておりますが、今

後どのようにその点をお考えなのか、お聞きしたいと思います。 

  それから、外国人の方ですが、やはり夏休みに宿題を一緒にやるとか、日本の方もいろい

ろ協力してみえますが、私がちょっと今心配していますのは、子どもさんたちは学校で日本

語教育受けられると思うんですが、親御さんがどんどん増えてくると思うんですよね。最近、

私の周りではベトナムの人とかミャンマーの人とか、前は南米の関係でブラジルとかいうよ
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うな人が多かったと思うんですが、最近日本にみえる人の構成が変わってきているような気

もしますので、これは、すいません。小中学生の日本語のことをお尋ねしたんですが、町長

の見識として、今後蟹江町に外国の方が増えることに対して、日本語の言葉の問題ですね。

言葉の問題をどのように考えてみえるかお聞きしたいと思います。 

  それから、読谷村の件なんですが、確かに現地行って交流することも大事だと思いますが、

やはりいろいろな今機器がありますので、蟹江町もタブレットを１台ずつ持っているわけで

すから、その辺の活用も含めての交流を考えていただきたいというふうに思っておりますし、

マリオン市との関係、確かに時差があります。13時間ですか、時差がありますけれども、や

はり外国語を、外国の人が授業に入るというのも非常に大切ですが、オンライン、Ｚｏｏｍ

によってですね、海外の人との交流も今後考えられたら。例えば、英語圏でしたらイギリス

という手もありますし、ほかに英語圏ありますので、先ほどの小学校の英語教育みたいな英

語教育に関連してですね、それも取り組んでみられたら面白いんじゃないかなというふうに

思っておりますが、どうでしょうか。 

  そして、歴史・文化なんですが、これはまだ作成中ということでよく分かりましたが、た

だ、蟹江町に観光化できる歴史・文化の資源ということになれば、先ほどの川沿いの事業と

一体にして、全体的な蟹江町の観光化、要は、どのように人を呼ぶのかということですよね。

やっぱり複合的に考えていただいて、町全体の外部から人を呼ぶということにこれも１つ当

てはめていただいて頑張っていただきたいと思います。 

  それからですね、空き家の固定資産税の課税の件なんですが、固定資産税は総務省通知に

よって、自治体側の裁量が大きくなっておるということがあると思います。ただ、この件に

関しては、ほとんどの全国で行っているところは少ないんですが、神戸市や尼崎市が現在軽

減措置を例外としているみたいですし、京都はさらに新税を設けるというようなことがある

そうですが、これは長期的に整備するのが大変難しいかと思いますので、長期的に考えてい

ただいて、一層固定資産税の強化ですね、それもお願いしたいと思います。これは長期的に

なるかと思いますが、よろしくお願いします。 

  それから、既成市街地の道路が狭いとか、交通安全対策ですね。これは、私もその狭いと

ころに住んでおりますし、予算がないということも重々承知しておりますが、それでも１つ

ずつ前に進めていきたい、いかないといけないというふうに思っていますし、それが町全体

の交通安全の役割でもあるかと思っておりますが、その辺、これは難しいと思います、実際

私も。交通安全対策としてはいろいろやってみえるみたいですので、引き続きお願いしたい

と思いますが、インフラ整備のほうも引き続きお願いしたいと思います。 

○町長 横江淳一君 

  すいません。走り書きのメモしかできなかった。それでは、お答えをしたいと思います。 

  トヨタの基金につきましては、たしか2,000万円の基金がございまして、トヨタカローラ
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中京さんから申し出をいただき、大変ありがたいことだなというふうに。 

  私、先ほど申し上げましたのは、これは高齢者に限ってですけれども、お散歩バスもやっ

ぱり使っていただければありがたいと思いますし、ひょっとするともっと細やかにお散歩バ

スが回れるんじゃないかというご質問もいただいておりますので、蟹江町の足としてはまだ

考える余地があるのかなというふうに絶えず思っております。ただ、狭あい道路が、やっぱ

りコースターという車両が大きいですから、交通安全を考えたときにもちょっとやっぱり難

しい部分があって、それは毎年やっぱりやっていかなきゃいけないことだと思います。その

空間を埋めるようにもしもモビリティができればですね、高齢者専用のモビリティではなく

てほかのモビリティができるようになればいいのかなという。特に、買い物難民さんについ

ては、これもこれから深刻な問題に絶対なってくるというふうに思います。ある業者さんが

巡回で食料をやる、そういうサービスも行っておるようでありますので、それはそれとして

ですね、行政としてできることをやっぱり考えていかなきゃいけないというふうに思ってお

りますので、一応モビリティは７月で完了ということであります。私も、店もあるので、余

ったやつは蟹江町にくれるのかなと思ったんですが、そうではないそうでありますし、車も

ですね、取りあえずまず１台でやっていきたいと思います。先ほどちょっと申し上げました

とおり、まだまだ利用者数がもうちょっと増えたほうがいいかなと思うんですけれども、ち

ょっと少ないんですね、思ったより。ですから、広範囲にいろいろなところでまだやれる余

地はあると思います。運転手さんの確保も今はできますけれども、この先やっぱり別の形を

考えていかなきゃいかんことになると思いますので、どうぞまたご協力のほどよろしくお願

いしたいと思います。 

  あと、外国人の方が本当にたくさん増えてございます。今32カ国ぐらいでおみえになりま

して、1,500人ぐらい。今コロナ禍で帰れない人もありますし、特に入国が拒否のところも

ありますので、大きな数字はまだつかんでおりませんけれども、これ入国が許可されますと、

また蟹江町の場合はたくさんの方、特にベトナムの方が今急激に増えているというふうに思

います。役場のほうにも来られる方、それから、私の家のほうにも来られる方がありまして、

非常に日本語を上手にやられる、いわゆる技術研修性と言われる方ですね。そういう方を中

心としてコミュニティーをつくっておみえになるようでありますが、蟹江町にはかにえ国際

交流友の会というのがありまして、そこは積極的に蟹江町に住む外国人、近隣の自治体に住

む外国人を受け入れておりますので、またそういうご紹介をしながらそのサークルに入って

いただけると、お子さんだけではなくて、お母さん方、保護者の方のコミュニティーにもつ

ながると思いますので、またそんなことを今度総会がまたありますので、お願いをしに行け

ればなというふうに思いますが、なかなかコロナ禍において人を集めるということができま

せんでしたので、この２年間の空白がどうなんだろうというのは非常に危惧をしております。

そんな状況ですので、言葉のことにつきましては、ポケトークがあればいい、スマホがあれ
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ばいいという問題じゃありませんので、しっかりとコミュニティーが取れるように、犯罪抑

止にもなりますので、やっていきたいというふうに思います。 

  あと、読谷村の件は、タブレットも含めて、教育委員会のほうから正式にまたお願いをす

ることになると思います。２つの中学校、５つの小学校が読谷村にございます。人口はうち

より多いわけでありますし、予算も一般会計多いです。ただ、沖縄という離島というのか、

島対策でありますので、予算の配分が我々とは全く違います。今現在議会をやっておりまし

て、村会議員の方、それから役場の方ともいろいろな連絡を今個人的には取り合っておりま

して、実際今どういう状況にあるのかということ、学校教育のところも含めて、教育委員会

のほうには、教育課のほうには意見を述べていきたいというふうに思っております。 

  もちろん、Ｚｏｏｍ、リモートでの交流はこれからやっていかなきゃいけないし、何度も

申し上げましたとおり、タブレットを自宅に持ち帰った使用の実験もこれからやっていきた

いというふうに思います。いいことばかりではなくて、ひょっとしたら有害なものに入って

しまう、それぐらい探究心が強い多感な時期でありますので、しっかりとセキュリティーの

ことも考えてやっていければというふうに思っております。 

  マリオン市も同じであります。ちょうど交流10周年ということで、蟹江町からカニの格好

をしたベンチを贈りました。大変重宝しておるようでありまして、向こうからは役場の入り

口にあります青いベンチが来ておりまして、それに座ってビデオメッセージをマリオン市の

ほうに送っております。ちょうど私が行った頃の市長さんとはもう今２代替わっておりまし

て、ロバート・バトラーさんはお亡くなりになられて、次の方が選挙で替わられたものです

から、アビシアさんという方であります。まだ一度もお会いしたことはありません。そうい

う意味で、メールは頂いたんですが、非常に会いたいという、これは社交辞令だと思います

が、私もビデオメッセージを送らさせていただきました。そんなことで、マリオン市ともし

っかりと交流を進めてまいりたいというふうに思いますし、できればですね、来ていただい

たときにネイティブなアメリカ英語をしっかりと勉強できるような、そんな集まりのアドバ

イスができればいいと思いますし、今現在お手伝いをいただいております民間の方がアメリ

カの方でありますので、その方にまたいろいろなアドバイスも今回もいただけるんじゃない

かなと思いますので、どうぞまたご協力をいただければありがたいと思います。 

  それから、観光の件でありますが、まさにコロナがですね、この政策を止めてしまったと

言っても過言ではないぐらいいろいろなものが止まりました。誘客をやるために、るるぶに

韓国語だとか、それからいろいろな国の言葉を載せながら蟹江町の情報発信をしている矢先

にコロナがまん延をしたということで、もうしばらくかかると思います。入国するのも出国

するのも大変難しい状況でありますが、これが落ち着きましたら、海外も含めて、国内も含

めて、積極的に観光協会、そして観光協会に関するうちの課も行政を通じてまた幅広い観光

誘致をしていきたいということを思っております。 
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  それのメインになるのが先ほど言いました川であります。今現在は、須成祭の中心になり

ます須成の上流部でかわまち支援制度で護岸を整備をしておりますので、あと２年かかりま

すが、しっかりとした護岸整備ができれば、そこからまた別の形で観光産業プロジェクトも

通じてですね、情報発信をしていこうというふうに考えております。 

  固定資産税のことにつきましてはおっしゃるとおりでありまして、大変難しい問題があり

ます。非常に歳入の最たるものを占めてございますので、慎重に判断をし、実行していきた

いな、このことを思っています。 

  交通安全の対策につきましては、今まで以上にやっていきたい。特に、高齢者の交通安全

につきましては、これからもしっかりと地域と密接につながりながら安心安全啓発、警察と

も協力をしてやってまいりたいというふうに思ってございますので、どうぞよろしくお願い

します。 

  答弁漏れがありましたらご指示をいただければありがたいと思います。 

○11番 吉田正昭君 

  ありがとうございます。 

  ちょっと疑問に思ったというか、私が思うことを再度述べさせていただきますが、「かに

あし」、モビリティを使った件なんですが、これ社会福祉協議会に委託しているというよう

な形かと思いますし、そこの中に事務局があるかというような形です。そして、今、先ほど

のお話のようにお散歩バスが、町がこれは運営というか、主体となってやっていると思うん

ですが、２本立てより１本立てで全域の、先ほど狭あい道路の道路が狭過ぎるというような

話も、今のコースターでは道路が狭過ぎるという話も出たんですが、その辺のことをいろい

ろ考えながら、やはりボランティアでやって運転手を募集しとれば、町長も分かってみえる

と思いますが、いずれどこかでというようなことも考えられますので、やはり最終的には町

が高齢者、また買い物難民の人のための交通手段を考えるべきかと思います。 

  もう一つですね、確かに外国の技術的な関係でみえる人は日本語がしゃべれるんですが、

実を言うと奥さんがついて来たり、奥さんを呼び寄せたりしますと、奥さんが全然日本語が

しゃべれないということがありますので、先ほど国際交流の話が出ましたので、ぜひともそ

のようなところを紹介していただいてコミュニケーションを取っていただかないと、町のい

ろいろな意味でもマイナスになると思うんです。今後、やっぱり町の発展には外国籍の方も

必要ではないかと私は思っておりますので、子どもたち以外にもやはりその親とか、いろい

ろ関係者とか、いろいろな等々の支援をしていただきたいと思いますが、どうでしょうかね。 

  それから、あと観光の件なんですが、実を言うと、水辺スポットにショウブが植えてあっ

たんですが、先ほどから話が出ている水辺スポットなんですが、やはり何年かたつとショウ

ブも消えますので、その辺のフォローですね。各公園のフォロー、それから等々をもう少し

していただきたいということと、例えば私の好きなところで、滋賀県のマキノ町にメタセコ
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イヤ並木があるわけでして、あそこは四季折々、初夏秋冬人が集まるような観光スポットと

いうか、観光資源化しておりまして、蟹江町には、私が思うにはです、川沿いに桜並木もあ

りますし、佐屋川のところには吉川英治さんの碑ですかね、それもありますし、もう少し観

光化の話ですよね。それから、ハナショウブ、これ蟹江町の花だと思います。先ほど休憩中

にロビーのところに行きましたら、モニターにハナショウブが映っておりました。もう少し、

せっかく蟹江町の花ということであれば、このハナショウブにも力を入れながら外部から人

を呼べないのかなというふうに思っておりますし、町の木はキンモクセイですよね。キンモ

クセイって、ふと思ったんですが、町内に例えばキンモクセイを群生させているような場所

があるのか、公園があるのか、非常にちょっと疑問を思いましたので、やはり町の花とか木

を大事にしがてら観光資源の一環としてできないのかなというふうに考えておりますが、い

かがでしょうか。 

○町長 横江淳一君 

  すいません。細部にわたりましてご意見いただきましてありがとうございました。できる

ところからしっかりやっていきたいと思っております。 

  特にですね、「かにあし」のことについては、まだ本当に１年、２年、我々としても手探

り状況でモビリティ基金を頂きやりました。まだ１日の利用者が20名か30名程度ということ

で、もうちょっと増えていただけるとありがたいかなとも思う。ただし、やっぱり目的が皆

さん違いますので、非常に難しいかなと思う、今そんな段階であります。しっかり精査をさ

せていただき、先ほど言いましたお散歩バスにもつなげていきたいなと思います。 

  実はですね、お散歩バスの事業を始めるとき、福祉巡回バスという名前だったんですね。

それをお散歩バスという名前に変えさせていただいて、皆さんが気軽に町外の方であります

けれども、観光地を巡ってもらったり、それから飲食店に行っていただいたりということに

使っていただいているわけではあります。土曜日、日曜日も回るんですが、やっぱりどうし

ても取りこぼしがある。それは、狭あい道路があったり、あまり狭いところに入っていきま

すと今度Ｕターンができないという。交通事故、安全のことがありますので、バスを小型の

バスにしたんですが、これが不評でありまして、やっぱり大きなバスを２台にやった経緯が

あります。ですから、一応しっかりこの「かにあし」も含めて、一緒の土壌ではないですけ

れども、地域の皆さんの足を確保するという大きな大大目標がありますので、これもしっか

り前にやっていきたいというふうに考えております。 

  あと、外国にルーツを持つ方、ＫＩＦＡの方にもお願いをしながら、そういう団体が、ボ

ランティア団体の方があれば、またそちらのほうにお願いをしてコミュニティーを深めるた

めの努力もさせていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  あと、観光の件で、水辺スポットの話。そして、我々がちょうど若き頃、吉田議員もそう
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でありますけれども、蟹江町の花、ハナショウブを佐屋川の水面に浮かべてイベントをやり

ました。今も青年部にその意志が受け継がれて、ショウタロウという名前のキャラクターま

で生まれておりますが、なかなかですね、これも今にコロナ禍もあって非常に活動が停滞し

ているのも事実であります。水辺スポットにも実は植えていただきましたが、やっぱりあそ

こは汽水域でありますので、塩分が入ります。ですから、ハナショウブは塩分を極端に嫌い

ますので、多分あそこではなかなか塩分に強い植物じゃないと育たないんだなということを

言われました。ですから、ちょっとまた別の形で考えていかなきゃいけないとともにですね、

河川の整備は、当然これは県でありますので、２級河川の。相談しながら、蟹江町として何

ができるか。商工会、観光部とも協力をしながら、やっぱり皆さんと一緒につくり上げてい

かなきゃいかんと思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。またご提案をいただ

ければありがたいと思いますし、またこの５月にあると思います商工会の総会のときにも私

のほうからもご提案をさせていただき、産官学、いわゆるまち・ひと・しごとの創生と一緒

でありまして、まちづくりのために皆さんと一緒になって手を携えて、協働という頭文字の

下、進んでいきたいというふうに思います。 

  最後に、蟹江町の花でありますハナショウブ、鳥はヨシキリ、そして木はキンモクセイと

いうことで、中央道沿いにたくさん実は植えてありました。これは、かつて浜田県議が蟹江

町のところだけ植えたんですが、大変排気ガスというのか公害に弱くてですね、育たないと

いうことがあります。ですから、かつて、今でもそうでありましょうけれども、都市公園、

それから児童公園にはキンモクセイがまだたくさん植わっているところがあります。ありま

すが、これは蟹江町の木ですよということをやっぱりアピールをしていかなきゃいけないし、

非常にいい香りがいたしますので、そういうことも含めて観光協会、そして商工会の観光部

も含めて、一緒になってアピールをしていければありがたいというふうに思いますし、また

それに関連するイベントだとか、そういうこともやっていきたいというふうに思いますので、

どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○11番 吉田正昭君 

  ありがとうございました。 

  やはり、町の発展には皆さんの知恵が要ります。どうしても行政側だけじゃなく、私たち

議員もいろいろな考えを町のほうに提案しがてらこの町の発展を望んでおりますので、よろ

しくお願いします。 

  最後に、どうしても公園というか、観光の花のことが気になりまして、やはりハナショウ

ブとかキンモクセイですね。それから、桜もありますので、これを総合的に使った観光化、

例えば春でしたら桜、６月でしたらハナショウブ、そして秋でしたらキンモクセイと、やは

りせっかく蟹江町にある資源を生かさない。そして、蟹江町がハナショウブやキンモクセイ
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を町の花と、木としているんだったら、これをもう少し大々的にアピールしていただいて、

その１つの観光ルートにしていただくような施策を今後取っていただくようにお願いして、

私の質問とさせていただきます。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

○議長 佐藤 茂君 

  以上で吉田正昭君の質問を終わります。 

  ここで、消毒作業のため、暫時休憩といたします。 

（午前11時28分） 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前11時29分） 

○議長 佐藤 茂君 

  続いて、３番 日本共産党 板倉浩幸君の質問を許可いたします。 

  板倉浩幸君、ご登壇ください。 

（５番議員登壇） 

○５番 板倉浩幸君 

  ５番 日本共産党 板倉浩幸でございます。 

  日本共産党を代表しまして、町長の施政方針並びに町政全般、また政治姿勢にわたり質問

をさせていただきます。 

  東日本大震災から11年目を迎えます。ハード面での復旧整備はほぼ終えた被災地ですが、

気候変動の問題、新型コロナウイルスの感染拡大などに見舞われています。次々と降りかか

る困難に立ち向かい、持続可能なまちづくりをどのように進めるのかが問われています。東

日本大震災、さらに2016年台風第10号、また2019年の台風第19号の豪雨により大きな被害を

受けた岩手県宮古市は、再生可能エネルギービジョンを策定し、再生可能エネルギーの地産

地消を通じた地域内経済循環の創設による持続可能なまちづくりに動き出しています。 

  ドイツには、自治体出資の民間経営事業体として、電力小売事業や再生可能エネルギー発

電事業を担うシュタットベルケが140程度存在し、100年を超える歴史があります。シュタッ

トベルケは、電力小売事業や再生可能エネルギー発電事業のほか、地域の配電網の管理運営

事業だけ行うのではなく、上下水道事業、地域交通事業、公営プール運営事業など、地域に

必要な幅広いインフラサービス事業を行っています。エネルギー事業等で得た収益を利用し

て、地域の公共交通などの赤字事業を自社の内部事業として取り込み、事業全体として黒字

を確保し、事業体としての持続可能な確保をしている点に特徴があります。 

  再エネで持続可能なまちづくりとして、宮古市版シュタットベルケの構想の取り組みが注

目されています。地域や自治体規模などの違いはありますが、再エネ事業で新しい経済モデ

ルづくりとして、当町でも参考になると考えています。この質問については、最後で質問さ
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せていただきます。 

  それでは、質問に入ります。 

  全国で新型コロナウイルスのオミクロン株感染が猛威を振るい、毎日感染拡大し、今は減

少傾向になっていますが、リバウンドが懸念されております。蟹江町でも10歳未満、10歳代

の感染者が今までと違い増え続け、町内の保育所、幼稚園、小学校、中学校が休園、学級閉

鎖となり、第６波が広がっています。 

  そこで、最優先課題としているコロナ対応について３点お聞きいたします。 

  １点目として、重症化を防ぐ３回目のワクチン接種を早期、確実に行い、いつでも誰でも

何度でも希望する人全てにＰＣＲ検査、抗原検査を無料で行い、早期に感染者を保護するこ

とにより感染拡大を防ぐことはできないのか、考えをお聞かせください。 

  ２点目として、感染が拡大している保育所、幼稚園、小中学校、町の関連施設の職員に対

し、定期的な検査を町が行うことができないのか、お聞かせをお願いいたします。 

  ３点目として、急激に増え続けている自宅療養者、濃厚接触者に対する買い物支援や食料

支援に今現在対応ができているのか。そのような方が気軽に相談ができる総合窓口、相談窓

口などの開設などについて考えていないのかもお願いいたします。 

  次に、分野１の１、子育て包括支援事業にある子ども家庭総合支援拠点の設置についてで

す。支援拠点を現在の子育て世代包括支援センター内に設置されるみたいだが、相談室はど

のようになっていくのかお願いいたします。また、子育て世代包括支援センターである保健

センターにこのような余力があるのかお願いいたします。 

  次に、分野１の２「保育・幼児教育・学童保育事業」にある３歳未満児の受け入れ拡大に

ついてです。３歳未満児の入所希望者の増加に、認定こども園として須成東幼稚園に開設さ

れます。これについて、このために新たに増改築、また改修がちゃんとされるのかお願いい

たします。 

  また、それにあわせて、保育室の子ども１人当たりの面積基準、また、保育士の配置基準

はどうなっているのかお願いいたします。 

  次に、分野１の３、高齢者福祉事業です。地域密着型特別養護老人ホーム「あおばの郷」

を開設ですが、これについて、いつ頃完成する予定で、今後このような施設、特に特養の建

設がほかに計画があるのかお願いいたします。 

  次に、分野２の１、学校教育事業です。小学校の英語に派遣する職員は、２名に増員する

と数を明確にしています。補助教員、日本語指導員の充実、スクールソーシャルワーカーの

配置については、なぜ人数を明記していないのかお願いをいたします。 

  また、学校施設でのトイレの洋式化です。須成小学校の北館及び学戸小学校の管理棟を洋

式化しますが、今後の計画の具体化はあるのか、お願いいたします。 

  次に、分野３の３、下水道事業です。学戸新田処理分区において、泉・八幡地区周辺の整
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備を行うとあります。下水道の計画期間、10年間の計画期間が、令和９年までのアクション

プランの策定では、今後の計画はどのようになっているのかお願いいたします。 

  また、コミュニティ・プラント、これについて、どのような方向性を考えているのかお願

いいたします。 

  次に、分野４の１、道路事業です。道路施設等の長寿命化を目的に、計画的な再整備を図

るとある橋梁の長寿命化修繕計画、これについては、橋梁の長寿命化及び橋梁の修繕、架け

替えにかかるコストの縮減を図りつつ、地域の道路網の安全性、信頼性を確保する目的で、

蟹江町が管理する橋梁は108橋あり、そのうち計画対象の橋梁は107橋であります。この橋梁

の長寿命化修繕計画の改定とあるが、現在どこまで進んでいるのか、進捗状況についてお願

いいたします。 

  次に、分野５の２にありますふるさと納税制度についてです。歳入面において、現在のふ

るさと納税制度をより効果的に運用するとあります。寄附金の歳入歳出のバランスがどうな

っているのかであり、積極的な歳入の確保とあるが、蟹江町の魅力を広く発信し、地域の活

性化に取り組むことは当然のことであり、ふるさと納税制度そのものにあまり力を入れるべ

きものではないと考えるが、どうでしょうか。 

  次に、マイナンバーを用いたコンビニ交付サービスについてです。住民票や印鑑登録証明

を取得できるコンビニ交付サービスの開始です。年間経費と発行枚数で既に開始している自

治体の場合、１枚当たり6,000円程度かかっているようで、費用対効果としてどうなのかと

考えるが、町長の見解をお願いいたします。 

  気候変動対策についてお聞きをいたします。 

  気候危機と呼べる非常事態が起こっています。既に、世界各地で異常な豪雨、台風、猛暑、

森林火災、干ばつ、海面上昇などが大問題になっています。既に世界の平均気温は1.1度か

ら1.2度上昇しており、破局的な気候変動を回避するために取り組める時間はあまり長くは

ありません。気候変動による脅威と被害は、日本でも体験したことがない豪雨や強風、猛暑

など、気候危機の深刻な影響が現れています。 

  10年足らずの間に、全世界のＣＯ２排出を半分近くまで削減できるかどうか、ここに人類

の未来がかかっています。我が日本共産党は、省エネと再エネで、30年度までにＣＯ２を

50％から60％削減する目標を提案しています。そこで、環境省は、地球温暖化対策の推進に

関する法律に基づき、県と市町村が地方公共団体実行計画を策定し、住民や事業者を含めた

区域全体の再生エネルギー導入、省エネ推進等の施策を展開するよう求められています。全

ての地方自治体が2030年度までの地球温暖化対策推進計画を策定し、住民とともに実践の先

頭に立つよう、責任を持った取り組みを加速することです。また、地域に還元され、貢献す

る再生可能エネルギー活用をするために、自治体が役割を発揮することが求められています。 

  そこで、蟹江町はこの計画自体が未策定のようですが、温暖化対策推進の自治体として実
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行計画策定を求めたいと考えます。計画策定の費用においても、普通交付税措置の対象とな

っていますので、町としての今後の考えをお願いいたします。 

  以上が代表質問です。答弁をよろしくお願いします。 

  そして、最後に発言をさせていただきます。国際法を踏みにじるウクライナ侵攻で訴えさ

せていただきます。 

  ウクライナの主権と領土を侵すロシアの行動は、明らかな侵略戦争です。直ちに攻撃を中

止し、撤退すべきであります。一方的に独立承認したウクライナに軍事侵入したロシア。ウ

クライナ各地にミサイル攻撃をしています。プーチン大統領は、ウクライナ東部地域から要

請を受けた集団的自衛権に基づく行為だと強弁をしています。しかし、ウクライナ東部地域

は独立国などではありません。いくら国連憲章を持ち出しても、国際法違反に侵略行為を正

当化することは絶対にできません。ロシアは、最強の核保有国の１つと世界を威嚇するプー

チン氏。核兵器が怖かったら黙ってロシアの言うことを聞けという強盗の論理です。紛争の

平和的解決を願う世界諸国民への挑戦であり、決して許されるものではありません。旧ソ連

時代から覇権主義と対決してきた我が日本共産党として、国際社会が一致結束してロシアの

侵略をやめさせることを呼びかけたいと思います。これについては答弁は必要ございません

ので、何かあったらお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

（５番議員降壇） 

○議長 佐藤 茂君 

  ちょっと時間も早いですけれども、ちょっと多分町長の答弁途中になるかと思いますので、

昼からお願いしたいと思うんですが、いかがでしょうか。いいですか。 

（発言する声あり） 

  じゃ、昼から、ちょっと時間も早いですけれども、13時からということでお願いします。 

（午前11時45分） 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後１時00分） 

○町長 横江淳一君 

  それでは、ご質問にお答えをしたいと思います。 

  全部細かいの入れますと十五、六問あると思いますので、短い答弁でさせていただきたい

と、長くなるとまた嫌われますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  まず、重症化を防ぐ３回目のワクチン接種を早期に、ＰＣＲ検査・抗原検査を無料で行い、

感染者を保護することによって感染拡大を防ぐことはできないかという質問であります。 

  もちろん、ＰＣＲ検査・抗原検査によって感染拡大の防止に資するということは、これは

重要な話でありますし、必要性は感じております。しかし、現在は感染の拡大で検査キット
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が大変不足をしておりまして、我々としてはそれを今確保するということがいっぱいであり

ます。こんな中で、今それをやるというのは非常に困難な状況であるというのはご理解をい

ただきたいと思います。 

  愛知県のほうでは、これが通達にあったんですが、令和４年、今年の１月からは登録検査

所において、不安を感じる方に関しては無料で検査をやってもらえるようになっています。

ただし、３月31日まででありますけれども、蟹江町では２カ所、Ｖ・ｄｒｕｇのかにえとク

スリのアオキさんが一応登録検査所になっておりますので、一度お問い合わせをしていただ

くことになるというふうに思います。 

  いずれにいたしましても、検査キットがたくさんあればどこでも気楽に、気軽に受けてい

ただける状況になる場所では、それにこしたことはありませんが、それを今度保健所がまと

めて適切な処理をするというのが非常に今厳しい状況になっております。 

  板倉議員もご存じだと思いますが、今職員が実は派遣をされておりまして、今ちょうど確

定申告の時期、非課税世帯の給付金の時期で、ほかの部署から人を駆り集めて２階でやって

いるのが現実でありますので、大変厳しい中、県からの要請を受けて、保健所のほうに今

行ってございますので、それもご理解をいただけるとありがたいというふうに思っていま

す。 

  また、次のご質問で、感染が拡大している保育所だとか幼稚園、小中学校、いわゆる町管

理施設、職員も含めてでありますけれども、定期的に検査を行うことができないかというこ

とであります。 

  先ほど言いましたように、最低限患者が発生した場合を想定して、町職員用にはキットは

用意をしてございます。一定数でたくさんではありませんけれども。ですから、部課長会、

それからいろいろな会合でうつさない、うつらない、手指の手洗い、しっかりとソーシャル

デスタンスを取って職務に専念するようにということの啓発は今でもやってございますので、

ご理解をいただきたいというふうに思います。 

  また、ほかの町村でやっていることで、最大限できるようなことがあればやっていきたい

と思いますし、職員に対して全て検査をしろという強制的なことをやるわけにもまいりませ

んので、最低限の検査ができるような、そんな体制を維持していきたいというふうに、今現

在では考えておりますので、よろしくお願いをしたいというふうに思います。 

  次に、買い物支援、食料支援の対応についてご質問をいただきました。 

  現在、これ、まん延状況が大きくなり、ご存じのようにオミクロン株の中でもＢＡ.１の

株とＢＡ.２に今置き替わっておりまして、ＢＡ.１よりも感染力が２割以上高い、なおかつ、

この４月までには多分70％以上、５月までになると、ひょっとしたら90％を超す、100％近

いくらいヒＢＡ.２の株に変わるというふうに今現在言われております。感染力も強いです

し、潜伏期間、伝播する時間が非常に短いとも聞いておりますので、そんな中での今対応が
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非常に急務になっておるので非常に厳しい状況ではありますけれども、食料支援についても、

宅配サービスを行う業者さんが今できております。今現在、ネットで使ってやっているのも

あれば、それが１つのいわゆるネットスーパーというやつですか、それもこれから新たな事

業として展開が出てくるんじゃないかなということを思っています。 

  実際、役場だとか保健センター、そして、社会福祉協議会へご相談いただいている場合が

多うございます。そういう団体の場合は、ボランティアの方におつなぎをしたり、実際デル

タ株のときには非常に家族感染で一歩も家を出られない方というのはたくさんありまして、

現実の僕の周りでも２家族ありました。今現在は若干、感染陽性者は別としまして、濃厚接

触者であれば、よっぽど注意をして、買い物に行ってすぐ帰ってくるぐらいの指示は、どこ

かでは出しているようでありますので、行けと言っているわけじゃありませんよ。できるだ

け保健所としても対応したいということを考えております。 

  現実的に全く手当てができない状況が１カ月ぐらい前はあったというのを認識しておりま

すし、実際その、そういう状況だからこそ県下から職員を派遣して整理をする、そして容体

を確認する、電話をしているということで、非常に厳しい状況がまだまだ緩和をされたとい

えども続いておりますので、その食料支援のことにつきましては、よろしくお願いをしたい

なと、こんなことを思っています。 

  参考でありますけれども、津島保健所の方へ実際聞き取りをいたしました。現在は保健所

の体制が強化をされて、１日、２日後には連絡をすることができるようになっておりますの

で、積極的に保健所へ電話していただいて、食料調達の最小限のことはやっていただければ

ありがたいというふうに考えてございます。 

  続きまして、子ども家庭総合支援拠点の設置についてであります。 

  今年度中に一応設置をすることが努力義務というようにされておりまして、当方といたし

ましても、今、それに向かって年内を目途に設置をする、早い時期に設置をするということ

を考えております。 

  当町は、実際人員配置としては、家庭支援員２名相当が必要性されておりますので、うち

としては保健師だとか保育士の資格を持った職員ということになると思いますので、一応そ

れでやっていきたいというふうに思っております。 

  また、答弁漏れありましたら言ってください。 

  あと、３歳未満児の児童の受入れ拡大につきましては、これは今全員協議会で説明させて

もらいましたですかね、認定こども園が一応今２期目がスタートしているということで、４

月１日から、ただ大規模改修でありまして、床面積等々については全く変更はありません。

そして、児童１人に対して、いわゆるその面積はきちっと決まっておりますので、それを遵

守しながらやっております。 

  また、保育士の配置、一番ご心配をいただいております保育士の配置につきましては、蟹
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江町といたしましては、国の基準よりも手厚い状況になっておりまして、実際１歳児につい

ては、４月当初１対４、５月は１対５ということで、ほかの国基準ですと１対６だとかいう

ふうになっておりますが、それをもうちょっと手厚いところでできればということでやらせ

ていただいておりますので、それもご理解をいただけるとありがたいというふうに思います。 

  地域密着型の特別養護老人ホーム、名称「あおばの郷」の完成時期と今後の施設の計画と

いうことで、これは、建設スケジュールは今年度の３月末の工事予定にはなっておりますが、

実際詳しい話はまだ聞いておりませんが、６月１日ぐらいにちょっと延びるんじゃないかと。

これは資材の調達が非常に今、何か全国的に滞っておるようでありまして、今回のロシアの

ウクライナ侵攻ではないと思いますが、その前から、ちょっと資材の不足というのがあるよ

うであります。一応３月までにはがたいができて、いつできるかと、６月だというふうに聞

いてございますが、一日も早い運営が望まれるところでありますが、２カ所目でありまして、

カリヨンにつきまして地域密着型ということで、これをやることによって定員が、実は老人

ホームで定員29名、２階が認知対応のグループホームになっておりまして、定員が18名、詳

しいことにつきましては、面積等々につきましては、また追ってお知らせをしたいと思いま

すので、今現在はこの情報にさせていただけるとありがたいと思います。 

  続きまして、補助教員・日本語指導員の充実とスクールソーシャルワーカーの配置につい

て。補助員、スクールサポーターでありますが、人数のあれがないということを言っておみ

えになります。スクールサポーターについては、ほかの自治体よりも手厚く蟹江町としては

やらせていただいておりますが、特にご質問をいただきましたスクールソーシャルワーカー

につきましては新たな方でありまして、１名を会計年度用の職員として、各小中学校に派遣

をする予定にはなっております。まだ詳しい人事については決まっておりませんが、前の議

員さんのときに説明をさせていただきましたが、いじめや不登校等々の問題を抱えた生徒を

取り巻く環境に対して、いろいろな知識を持った方がしっかりとサポートしていただけるよ

うな、そんな体制を持っていきたいなと、それにスクールソーシャルワーカーが機能すると

いうことになりますので、よろしくお願いをしたいというふうに思います。 

  続きまして、トイレの洋式化の今後の計画についてでありますが、順次行っております。

一応、蟹江町の目標は、洋式化率が大体60％、全てのトイレを洋式化にするという予定はご

ざいません。やはり日本人の体型に和式のトイレは向くようでありまして、これを排除する

ものではありません。ただ、老朽化しているということもありますし、順次やらせていただ

きたいなと、５年後以降につきましては、まだ未整備であり、未整備というのは、やっては

あるんですけれども、60％に近づけるための整備が蟹江小学校、舟入小学校、蟹江中学校、

これがまだ残っておりますが、これを計画していければなというふうに思っております。 

  いずれにいたしましても、大変たくさんの整備費用、改修費がかかりますので、国の補助

金も含めてしっかりとやってまいりたいというふうに考えておりますので、よろしくお願い
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をしたいと思います。 

  続きまして、下水道の話であります。下水道のアクションプランにおける今後の計画につ

きましてご答弁を差し上げたいと思います。 

  蟹江町全体では669ヘクタールの中で、令和２年度現在で、今296、300ヘクタール弱をや

りまして、認識では令和３年度は富吉、緑、旭地区で大体20ヘクタールの供用開始をさせて

いただきます。 

  ただ、このアクションプランにつきましては、当初は10年間の中の平成37年までに改正を

して、それ以後は新規の下水道計画については補助金の対象にならないというようなあれだ

ったんですが、次年見直されまして、令和８年のアクションプランが今計画をさせていただ

いております。当方といたしましては、駅北桜地区をスタートし、平成21年からの供用に向

けて16年度から整備を進め、ずっと南下をして、市街化を中心に今やらせていただいており

ます。最終的に今回ご提案をさせていただいております富吉南の区画整理予定事業の場所の

ところへも一応計画の中には入れてございますので、この先どうなるのか、ちょっとまだ分

かりませんが、計画としては令和８年のアクションプランにしっかりと中に折り込みたいと

いうふうに思っております。 

  いずれにいたしましても、合特法の関係だとか、合併浄化槽との兼ね合い等々もあります

ので、今後またいろいろなことが変わってくると思います。ただ、国としてもはっきり下水

道部局が言っておりますのは、いつまでも新規の下水道に対しての新たな補助金の制度は続

かないと。メンテに対して、もう既にやり終わっているところもありますので、それに対し

ての補助金をつける、もしくは一般浄化槽から合併浄化槽、あと合併浄化槽のリニューアル

に関して補助金をつけるといった違う形での補助制度がスタートするのではないのかなとい

うふうに思っております。 

  コミュニティ・プラントにつきましてのご質問をいただきました。 

  これは平成14年に、今から20年前でありますけれども、供用開始をいたしました。その当

時、大変奥田議員にお世話をいただきまして、あの当時が180戸ぐらいあったんですが、今、

実は150戸に減っております。それで、実は維持管理もやっぱり当然予定はしておったんで

すけれども、非常にやっぱりメンテにお金がかかるようになりまして、やっぱり300万円強、

もっとこれ年々増えてくると思うんですけれども、負担のほうが大きくなってくるんじゃな

いかの中で、日本全国見てみますと、いわゆる流域下水道にこのコミュニティ・プラント、

これは厚生労働省の補助金でありますが、それと農水、農業集落排水、これを流域下水道の

本管に接続しようという動きが全国的に広まってきております。受益者の面積の問題もあり

ますし、ほかの自治体でもその例があります。近隣の市の中で稲沢市も今その予定をしてい

るようでありますが、実際つなぎますと、その分の水量が増えるし、不明水の問題もありま

すし、そう簡単にいくわけではありません。 



－110－ 

  それと、管渠の整備として、今現在本管がどこまで来ているかというと、実際、その富吉

の南の中部電力の建物のある県道の横まで、まず県の本管が来てございます。そこから南へ

は予定がありませんので、そこからつないでいくということになると、膨大なお金がかかる。

ただ、この先コミュニティ・プラントを維持していこうと思うと、もっと大きなお金がかか

るんじゃないかということもあって、コミュニティにつきましては、これからいろいろ検討

していく必要があるというふうに思ってございます。もうしばらくお時間をいただいて計画

を立てていきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

  次は、橋梁の長寿命化の進捗状況でありますが、まさに点検が必要なのは、幅が足りませ

んので、107橋で、５年に１回、ワンサイクルとして、１回目一巡しました。今２回目を実

施中であります。 

  今回、早期に措置を講じる橋が19橋ありますので、うち10橋はもう既に修理を実施してお

ります。順番に順番に修繕が必要な橋梁を優先順位の高いところから徐々にやっていきたい

と思いますので、もうしばらく、だから５年サイクルでずっと回ってくると思います。蟹江

町６本の川が流れておりますので、必然的に橋が大変多うございます。非常に厳しいんです

けれども、しっかりと危険なことがあってはいけませんので、準備をして整備をしてまいり

たいと思います。 

  続きまして、ふるさと納税のご質問をいただきました。 

  これも実は2008年ですか、平成20年にスタートした制度でありまして、総務省、非常にふ

るさとを思う、ふるさとを出て都市へ行かれた方、田舎へ行かれた方を思って、そこに自分

たちの納める税金を納めて応援したいという趣旨は非常にいいものだというふうに思います

し、我々もだと思いました。しかしながら、それに返礼品というおまけがつき、なおかつ減

免制度、いわゆる2,000円をマックスとして所得税と住民税が免除されると。そうすると、

我々に入ってくるふるさと納税のほかに、我々の税金、本来いただけるだけの税金が流出を

してしまうという現象が日本全国で実は起きております。隣の名古屋市さんでも看過できな

い状況になったということで、新たにふるさと納税を取得すべくＰＴを立ち上げたと聞いて

ございます。 

  当、蟹江町といたしましても、実際まだ数字的にはファジーなものがありますけれども、

令和３年度で大体500万円ぐらいの寄附金額を頂くに当たって、8,000万円強のお金が流出を

している、ひょっとすると、令和４年度で１億円超すんじゃないかという推定がされておる

わけでありまして、この分につきましては、75％の交付税措置があるというふうに聞いてお

りますが、交付税に色がついてございませんので、我々としては非常に厳しい状況になりま

す。ですから、その力を入れなくてもいいなんていうもんじゃなくて、力をいれなければい

けない、この制度は多分しばらく続くと思います。 

  あるところの市では、返礼品を30％という規定にあるにもかかわらす、そうではない状況
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で違反をしたということで、ふるさと納税の対象から外された、裁判やっていろいろなこと

がありましたが、我々はそこまでやるつもりもありませんし、ただ、自助努力だけはしない

といけないというふうに思っていますので、改めて令和４年度にいろいろなところの知識を

集めて蟹江町の職員の課をまたいでつくっていきたいというふうに我々としても思っており

ます。 

  ここで入りました税収につきましては、いわゆる普通交付税の算定金額には入りませんの

で、こんなことを言ってはなんですが、取れば取るほどいいんですが、なかなかそれが難し

くて、よそのものを持ってきて、勝手に名前を変えて出せばいいという問題じゃなくて、や

っぱり総務省からのしっかりしたチェックがありますし、実際、これは不適切ですよといっ

て、ふるさと納税の寄附給付から外された商品があります。ですから、しっかりそこを我々

としては力を入れてやっていきたいと思いますので、また、板倉議員、いい案があったら教

えてください。よろしくお願いしたいと思います。 

  マイナンバーカードを用いてのコンビニの交付サービスであります。 

  これはだいぶ前から、ワンストップサービスでほかのところでも住民票、印鑑証明が取れ

るような、そんなサービスはできないかということを長年言われておったのは記憶に新しい

ところであります。 

  今回、確かにマイナンバーカードの取得というのが前提にあります。蟹江町といたしまし

ても、ここ数年でマイナンバーカードの取得が増えまして、今40％を超える取得であります。

まだまだ低いわけでありますけれども、41％ですね、全国平均とほぼ等しい状況であります。

いつでも、どこでも、すぐに、蟹江町以外のところでも印鑑証明、住民票が取れる、２つだ

けですけれども、取れるということがありますので、一日も早くこれやっていければいいの

かなというふうに思っておりますし、実際、今、土曜開庁やっておりまして、皆さんのご質

問にもありますように、昼間に電話をして、夜取りに行けばいいという、そういうサービス

も確かにありますけれども、土曜開庁も制限、期限がありますし、職員の負担にもなります

ので、今後、これも並行しながらコンビニ導入を進めていけば、もっと効率のいい行政サー

ビスができるんではないかということで、今年度10月ぐらいの目途にしてスタートをさせて

いただいております。 

  この件につきまして、１枚6,000円かかるという、ちょっとこれが僕よく分からないんで

すけれども、また教えてください、どういう計算方法だったのか。 

  ですから、まずは、いつでも、どこでも住民の皆さんの利便性を得られるような、そんな

ことでやればいいのかな、全国の今コンビニエンスストアでの納税も今促しておりますので、

税もそこでいただけるし、サービスもそこで出せるという１つの大きなメリットになるんじ

ゃないかなと、こんなことを思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

  最後であります。気象変動対策につきましては、大変重い話であります。我々地方公共団
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体の実行計画には、実は２つありまして、区域の施策編、それと事務事業編というのがあり

まして、蟹江町は一応事務事業編というジャンルで計画をつくっていきたいというふうに思

っています。もちろんまだ未策定であります。 

  日本全国のみならず世界を見てみますと、確かに異常気象、気象変動、これが異常なのか、

正常なのか分かりませんが、大変厳しい状況になっております。戦争も１つの環境破壊だと

思っております。我々で、自分たちができることは率先してやる、カーボンゼロを目指して

2050年、2030年までには46％のガスを減らすという温室効果ガスですね、これについても、

我々もしっかりやっていかなければいけない。太陽光発電も進めましょう、自然エネルギー

も進めましょうということは分かるんですけれども、やっぱりそれの過程がありますし、電

気をつくれば、それだけ生産過程でＣＯ２が大量に発生するというマイナス部分もあります。

ですから、これから技術の発展とともに、ＳＤＧｓのこともありますので、皆さんで意識を

持って、まずは、この計画を立てて、皆さんで前へ進めていこうと思っていますので、ご理

解をいただければありがたいと思います。 

  答弁漏れ等々ありましたら、ご指摘をください。 

○５番 板倉浩幸君 

  では、ちょっと再質問したいと思います。 

  コロナ対応については、昨年もＰＣＲ検査をやったらどうだということも代表質問で僕も

質問したんですけれども、今回、やはり今年になって、町長最初に答弁あったように、周り

の人に感染者、また自宅待機が本当に今年になってオミクロン株で増えてきたのが現状です。 

  感染した人の話も聞いたりなんかして、あと自宅療養者、自宅待機か─の人を聞くと、

保健所の体制もさっき答弁でちょっと前へ進んで、１日、２日で連絡があるよと最近はなっ

てきたという答弁だったんだけれども、本当、先月ぐらいなんかは、本人ですよ、自宅待機

ならぬ自宅放置だと、本当の話。保健所からは連絡がない、感染して自宅療養した人でも、

10日間ぐらい外へ出ないで、特に感染者は。濃厚接触者については、先ほど言ったように、

買い物ぐらいならいいよというふうに、当初は全く出ては駄目という話だったのが、ちょっ

と緩和されてきたんだけれども、その人の話を聞くと、10日間自宅待機、自宅療養してくだ

さい、ようやく保健所から連絡があったのが、10日が終わる２日ぐらい前、あと２日ぐらい

で大丈夫ですので、もうちょっと療養しておいてください。そんな状態が本当に今続いてい

て、町の職員も保健所に行っていて、保健所の体制をもっと充実させていくというのは、目

的は分かるんですけれども、そういう意味で、一番困るのが何かと、やっぱり食べ物なんで

すよね。１日３食、朝昼晩食べるのに至っても、身内が近所にいれば頼んで玄関に置いてい

ってもらう、友達でも玄関に置いていってもらうということはできるんだけれども、頼めな

いとき、本当にどうしたら、その方は何とか身内が近くにいたから、毎朝１日分の食料を用

意してくれたと言っていたんだけれども、今回、あと蟹江で感染した人で、子どもと一緒に
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感染、今増え続けている感染した人で、支援を頼んで、フードバンク的なもので、アルファ

ー米、そういうのを配ってくれたことはあるんですよ。感謝したのかどうか分からないんで

すけれども、そうじゃない、もっと、ちゃんとしたもの、お弁当でいいから届けてほしいと

いうことを要望されました。何とかその方、今、子ども食堂で頑張っているＯＮｉＧｉＲｉ

（おにぎり）さんに連絡を取って、代表者の方に。お弁当を今もう自宅療養終わっていいん

ですけれども、お弁当を届けてもらいました。 

  そのようなことが、町長、ネットスーパーとか、確かにネットで買って届けてくれるとい

う方法もあるんだけれども、やはり自治体がちゃんと、県がそもそも感染者の情報を全く教

えてくれないということで支援ができないということもあるんだけれども、今こうやって、

子どもが感染して、小中学校感染、保育所も感染者が出て閉園や学級閉鎖になっていて、そ

の辺の児童生徒は確実に把握できますよね。その人たちが本当に食べ物に困っていないかと

いうのは、ある程度把握できて、手を差し伸べることができないかなと思うんですよ。 

  確かに、自分で何とかネットスーパーで買って、何とかしのいでくださいも、それも１つ

の方法かもしれないけれども、もうちょっと温かく、町としても、その辺の食料支援をもう

少し具体的に考えてくれたらいいのかなと思うんです。 

  隣の名古屋市なんかは、朝昼晩、ちょっとここ最近感染者が増え続けて、昼が出来合いの

もの、朝昼晩、１日１回か２回ちゃんと名古屋市でも届けてくれるんですよ。その辺を町と

しても、何とかこれから新しい変異株に変わっていく中で、何かもうちょっと支援的なこと

を、その濃厚接触者も含め対応できないかなと思うんですけれども、その点について、町長

の考えをもう少しお願いいたします。 

○町長 横江淳一君 

  すみません、名古屋市の状況がここで把握はできませんので、また調べて対処したいと思

います。 

  ただ、先ほどから申し上げましたとおり、本当に生活困窮者、もしくは食べるものがない

という方につきましては、連絡だけいただければ対処ができると思うんですよ。でも、全て

の方に、かゆいところまで全て手が届くかというと、先ほど言いましたように、うちの職員

が津島の保健所へ行っています。皆さんが想像するにあまりあるぐらいの状況だそうです。

まだまだ処理していないのが何千件とありまして、１日に200件、300件のデータだとかそう

いうのが来ますので、それが処理し切れていない、そこの中に先ほど言いました食料支援の

方もあれば、いろいろな容体の方があるもんですから、それを一人一人コールセンターの担

当者みたいに、職員がそれをさばくわけでありますけれども、まだ今も現実に行っておりま

す。いろいろな状況を聞きながら、蟹江町でもしっかりそれは改めていくといいのかなと。 

  先ほど言ったのは、たまたま例を言っただけで、ネットバンクだか、ネットスーパーだと

か、移動スーパーだとかというのは、１つのツールでありまして、近所の方でしたら当然助
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け合いの精神もありましょうし、それをできればやっていただく、どうしてもそれはできな

いということならば、お電話いただいて、その対処ぐらいはできると思いますが、全ての人

に、自宅待機している人に食料を全て届けられるかというと、それはなかなか今の状況では

難しいんじゃないかなというふうに思います。やらないんじゃないですよ。それが非常に厳

しいのじゃないかなと、今の時点では思っています。 

  ただ、先ほど言いましたが、名古屋市がそういう状況になっているというのを一遍ちょっ

と担当で調べまして、今ここでデータ持っておりませんので、また対処させていただきます

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

○５番 板倉浩幸君 

  ちょっと名古屋市の例を挙げたんですけれども、近隣でいくと稲沢市も当初、去年の時点

に食料支援ということで、お弁当の配達を予算化してやったんだけれども、去年の時点は利

用者が本当にいなかったんですという話聞いていました。今回のこのオミクロン株について、

本当にこの予算つけたから制度が、今利用者が増えて大変助かっているみたいですので、ち

ょっとその辺、もうちょっと調べてもらって、蟹江町ならどう対応できるのかなと、ちょっ

と考えていってほしいと思います。 

  次です。学校教育事業のスクールソーシャルワーカーについてなんですよ。これ１名増員

の予算もついています。さっきちょっと見て、１名で週５回、１日３時間、会計年度職員と

いうことであるんですけれども、実際これ、スクールソーシャルワーカーの配置、これ県の

予算も今年初めて、まだ弥富市の事件があってからということもあるんですけれども、これ

受けて、いじめや不登校を対応するために、県も新しい施策で、このカウンセラーの配置の

拡充、スーパーバイザーの増員、スクールソーシャルワーカーの配置の拡充です。これが実

際に１名増員で、本当に週５回、１日３時間、小学校が５校、中学校が２校、これが本当に

対応できるのかなと。県の予算も具体的に雇用費用の補助もついていますので、今、予算的

な問題もあるかもしれませんけれども、この辺がもうちょっと拡充できないのかなと、今こ

の辺のいじめ、不登校、ああいう痛ましい事件があった中で、何とかもうちょっと努力して

いただきたいのですが、お願いいたします。 

○町長 横江淳一君 

  新たな制度でありますので、まずはしっかりと、まず体制を整えるというのが必要だと思

うんですね。私もこれをやったことによって、どれぐらい劇的に変わるか分かりません、は

っきり言って。今は何もやっていないわけではありません。じゃスクールサポーターも補助

教員も、ほかの学校と比べると実は多いんです。調べていただくと分かります。ですけれど

も、じゃそれが適切かどうかというのも分かりません。ただ、こういう状況になったときに、

例えば、こういう人がいないからだ、ここがやっていないからだということは、確かに結果

論は言えるかも分かりませんが、まずは始めてみようということでありますので、人選も含
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めて、その人にもよりますので、これ。そこら辺もしっかり教育委員会と話をしながら前へ

進めていきたいというふうに、現在では自分のものではそういうふうに思っておりますので、

また、よろしくお願いしたいと思います。 

○５番 板倉浩幸君 

  目に見えて結果が出ると本当に、こればっかり本当にないほうがいいにこしたことはない

と思うんですわね。その辺で十分体制づくりを本当、まだ始まったばっかりで、予算もつい

たばっかりですので、ぜひとも検討、前向き、前向きじゃなくて、充実させていただきたい

と思います。 

  あと、コンビニ交付なんですけれども、住民票や印鑑登録、これ既に行っている自治体で、

ちょっと聞いた話、どういうふうなのと言ったら、年間、蟹江町も今回の予算で1,000万円

ちょっとだったかな、違っていましたか、ついていて、それと、じゃ実際に発行枚数、利用

者がどこまでいるんだ。これはっきり言うと稲沢市なんですけれども、年間の経費等を発行

枚数で割ると、１枚6,000円ぐらいかかってしまう、単純に。要は、思ったより利用者が少

ないと。ということで、再質問的にちょっと通告書に書いたから話をしてくれたんだ、答弁

してくれたと思うんですけれども、土曜開庁、今、月１回、午前中のみかな、やっているん

ですけれども、それをもうちょっと。職員の負担が増えると言われればそうかもしれないん

ですけれども、その辺をもうちょっと土曜の開庁改善充実というか、させるのも１つの方法

だし、一番いいのは、昼間に本当、いついつ取りに行きたいと連絡をして、夜取りに来る、

それだったら、そこまで経費かかんないじゃないかなと思うんですよね。その辺をもうちょ

っと考えてもらえないのかお願いいたします。 

○町長 横江淳一君 

  土曜日に役場を開けるといったら利便性もありますし、もともとこれは収納率向上のため

の１つの手段としてスタートしたんです、実を言うと。それは何だというと、納めたいと思

っても役場やっていないじゃないかという方が結構ありまして、じゃ一度試しにやってみよ

うかということでやりました。どれぐらい今あるのか、ちょっと僕数字持っておりませんけ

れども、一応住民課の職員の対応でやっているわけでありますけれども、時期によっては全

く来ないときもあったりするもんですから、やっぱりそれよりも実を取ったほうがいいんじ

ゃないか、一度コンビニの自動発行機、発行機お金かかるから何か方法はないのかねという

話をしておりました。 

  そうすると、そこでコンビニによる、いわゆる町税の収納ということを今やらせていただ

いておりましたので、全国的にコンビニで住民票と印鑑証明を取れる。ただし、マイナンバ

ーカードを取得というは絶対条件になるので、それをやったらどうですか、決してこれをや

ることによって、マイナンバーの取得率を上げようなんていうことではないんですね。マイ

ナンバーがやっぱり広がらないのは使い道がないんです。僕もマイナンバー持っているんで
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すけれども、例えば健康保険証に使うと言っても、相手の医療機関がそれに対応できるもの

が持っていなければできないですし、印鑑証明、本当に身分証明書に使うだけ、それと電子

マネーのときに使ったり、接種証明書を使うのにマイナンバーカードがいったりということ

でいかせるもんでしかないんですね。継続的なことをやろうと思うと、やっぱりこういうこ

とがあったほうがいいのかなということで、全国ではまだまだ、でも愛知県では今65％、全

国では53％、ですから、54団体中、今35の団体がやっているわけでありまして、決して少な

いわけでありません。海部郡では多分一番最初なのかなと、津島さんがやられるかどうかち

ょっと分かりませんけれども。 

  とにかく、やってみないと、お金もかかることですが、マイナンバー普及にもなりますの

で、まず、これをやって、それから土曜日の開庁については、順次やっていけばいいのかな、

最初からこれをどんどん増やせということでは私はないと思います。職員の負担も上がりま

すし、特に年度末の、こういう忙しいときに土曜開庁やったりすると、また余計に負担も上

がるということで、できれば、まずこのマイナンバーカードの普及を含めたコンビニの利用

ということも今いいのかな、今税収納の中で、コンビニ収納は結構高い比率なんです、実は。

最初はそうでもないのかなと思ったんですが、やはり９時から５時までの役場の開庁の時間

の中では対処できないという方が相当増えたということ、ライフスタイルもだいぶん変わっ

てきたなということを今思っておりますので、まずはスタートさせていただけるとありがた

いかなと、こんなことを思います。 

○５番 板倉浩幸君 

  土曜日開庁は、収納率向上のために当初やったんですよね。ということで、今本当に納付

状況も変わって、特に金額多くなれば、わざわざ役場に来て納めるということもなくなって

きているし、コンビニ、本当にいつでも納められるということで便利になってきています。 

  あと、マイナンバーの取得について、僕まだ持っていないけれども、利用価値が今あまり

まだないんですよね、実際の話。国民健康保険証にもなる、いろいろなると、将来的に免許

証とか返させて、それが危ないんじゃないと僕らは言うんですけれども、その辺の、今マイ

ナンバーつくるためにマイナポイントで普及させるためにいろいろお金、国も最大２万円ば

らまいてつくってもらおうとしている中ですので、コンビニサービスも、そういうことで、

よく利用者の状況を確認しながらやっていっていただきたいかなと思います。 

  最後の気象変動の対策については、気候変動の。これ、これから本当に考えていかなけれ

ばならない問題で、愛知県で一番大きいのが、碧南火力がありますよね。これがすごいＣＯ

２排出しているんですよ。年間2,545トン、日本最大の排出量している状態です。武豊町で

今年８月から新設されるのは、この石炭火力なんですけれども、碧南を超える規模になる見

込みで、愛知県で本当にＣＯ２排出、これを50％、60％本当に達成できるのか。 

  あと、それがどうなんだということなんですけれども、一自治体としても、ＣＯ２削減に
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努力しないといけないし、実際、自分たちにも関係してくることなんですよね。今回、個人

だけでは限度がありますし、ＣＯ２減らすの。そういう意味で、脱炭素を目指して取り組み

が一自治体としても、ちゃんとこれからの方針を策定してやっていただきたいなと思いま

す。 

  詳しいことは、やっぱり基本的な考え、今回町長に聞いて、あと、順次一般質問で、この

問題について取り上げていきたいかなと思います。 

  このＣＯ２削減について、町長、最後に何か答弁あったらお願いします。 

○町長 横江淳一君 

  特に深い意味合いがあるわけじゃありませんので、ご質問をいただきましたので、考え方

だけ、まさに、ＳＤＧｓに象徴されるような努力目標17の項目があります。いずれも大変重

要な項目、そこの中で気候変動は、やっぱり一番最重大課題だというふうに思っています。

地球の歴史からいって、これほど短い時間に地球が、環境が激変するというのはなかったこ

とだというふうに思いますし、まだはっきりは分かりませんけれども、地球上の氷が解けた

ら云々だとか、毎年来る災害の大きさが半端じゃないだとか、本来起こるべきことじゃない

ことが起こっただとか、いろいろな天変地異があるのも事実であります。 

  ただし、先ほど、今、火力発電所のことをおっしゃいました。数年前でありますけれども、

太陽光発電を含めた、風力発電を含めた自然エネルギーの視察に愛知県の町村会で行ったこ

とがあります。名前は伏せますけれども、火力発電所であります。それは太陽光発電、メガ

ソーラーが日本全国的に注目されたことがありました。我々もさぞかしオールマイティーの

火力発電だろうなというふうに思ったんです。確かに自然エネルギーを取って電気を起こす

というのはすばらしいことだと思いますが、そこでやっぱり我々が目にしたのは、青天の、

しかも太陽光発電の角度によって発電量が全く違うということと、曇天になったときの、急

激にその発電能力が落ちた、その落ちたのをどうやってその工業地帯に電力を送るかという

ことで、やっぱり電力会社も相当頭を痛めたそうでありまして、本来動かしてはいけないよ

うな、例えば石炭火力発電所をリニューアルしてやったりということが、やっぱりやらざる

を得ない状況になった時期があったそうであります。今はどういうようにやってみえるのか

知りません。この飛島村にあります火力発電所も新たなナフサを使わない、大変クリーンな

ＬＮＧを多分、天然ガスを燃やしてつくる発電所に変わったと思いますが、そういって、で

きるだけ省エネ、環境にいい燃料を使って燃やすという方向に変えてきたんですが、やはり

太陽光発電、風力発電で得られるエネルギー、きちっとしたエネルギー、安定的なエネルギ

ーは難しいというのが今現在だそうです。 

  しかも、モジュールと言って、変換のいろいろな装置が、やっぱり10年が限界で、それに

また莫大なお金がかかるということもありますし、それをつくるときに膨大なＣＯ２が発生

する、イタチごっこだということを言われました。 
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  ただ、やらないと言っているわけじゃなくて、非常に難しいハードルがありますよという

ことを我々は勉強をさせていただきました。 

  今回、これ、実はロシア侵攻で原発に何か電源が落ちたなんて、これでみんな世界中が冷

や冷やしているわけでありますけれども、実際、じゃ原発が悪いから全部止めてしまったら、

地球上のエネルギー、あるいは産業は全て麻痺をします。そういう状況もしっかり見据えな

がらやっていくのが必要ではないのかなと。我々の範疇（ちゅう）では大変難しいことであ

りますが、地方自治体として、これからの、いわゆる自然エネルギーの活用だとか、それか

ら環境の整備だとかということについては、しっかりと課題として注視していかなければい

けないということは認識しておりますので、また、アドバイスをいただければありがたいと

いうふうに思います。 

  以上です。   

○５番 板倉浩幸君 

  はい、ありがとうございました。これで私の代表質問を終わります。 

○議長 佐藤 茂君 

  以上で板倉浩幸君の質問を終わります。 

  ここで、消毒作業のため、暫時休憩といたします。 

（午後１時46分） 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後１時49分） 

○議長 佐藤 茂君 

  ４番 公明党 山岸美登利さんの質問を許可いたします。 

  山岸美登利さん、ご登壇ください。 

○１番 山岸美登利君 

  １番 公明党 山岸美登利です。 

  ただいま議長のお許しをいただきましたので、公明党を代表いたしまして、横江町長の施

政方針について質問をさせていただきます。 

  早速質問をさせていただきます。 

  分野１、子育て・健康・福祉「ふれあい ささえあい」ホッとやすらぐまちづくりから、

１、子育て包括支援事業について。 

  厚生労働省が発表した2021年の人口動態統計による出生数は84万2,897人で、６年連続過

去最少を更新しました。晩婚化や出会いの機会の減少、経済的な事情、家事、育児の負担が

依然として女性に偏っている現状が背景にあると指摘されています。 

  加えて、コロナ禍の影響が大きく反映し、21年度の婚姻件数は51万件で、戦後最少を記録、
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コロナ禍による一時的な減少ではなく、婚姻数の減少はむしろこれからが本番とも言われて

おり、今後、仕事と子育てができる環境の整備、経済的な支援、教育負担の軽減など切れ目

ない支援策が求められています。 

  蟹江町では、安心して子どもを産み、育児ができる環境整備のため、令和２年４月より、

蟹江町子育て世代包括支援センターが保健センター内に設置、開設されました。現在、子育

て世代包括支援センターでは、母子保健コーディネーターなど、助産師や保健師等の専門ス

タッフが妊娠、出産、育児に関する様々な相談に対応し、助言などとともに必要に応じて支

援プランの策定や地域の保健、医療、福祉の医療機関との連絡調整を行うなど、妊娠期から

子育て期にわたる切れ目のない支援を一体的に提供してくださっています。開設されて以来、

大変多くの子育て世帯等の方々に相談等ご利用していただき、専門スタッフの傾聴やご助言

など温かい対応で安心して子育てができるようにサポートしてくださっています。 

  今回の町長の施政方針では、全ての子どもを大切に守り育てるため、母子保健の拠点とな

る子育て世代包括支援センターとの両立で、要支援児童や要保護児童等を一体的に支援する

体制づくりを推進するため、児童虐待対策を含む新たな子育て支援の拠点となる子ども家庭

総合支援拠点設置するとしています。 

  そこで、子ども家庭総合支援拠点の開設についての概要と設置場所、人員配置や業務内容

とともに、今後の取り組み方針をお示しください。 

  ３番、高齢者福祉事業について。 

  町内在住で、自宅で介護を受けることが困難な方が安心して住み慣れた地域で暮らせるよ

う、また、介護サービスの充実を図るため、地域密着型特別養護老人ホームあおばの郷、認

知症対応型グループホームを開設しますとあります。従来の広域型特別養護老人ホームと違

い、定員数限定29名以下の小規模施設でアットホームな雰囲気が想像できます。2025年をめ

どに、地域包括ケアシステムの構築、介護サービスの基盤強化への整備の１つとして、近い

将来への不安を抱えておられる住民ニーズへの対応が反映され、より一層の充実を図る取り

組みが期待されます。 

  地域包括ケアシステムとは、高齢者が重度な要介護状態になっても、住み慣れた地域で自

分らしい暮らしを最後まで送ることができるよう、各自治体主体の地域一帯で支援する体制

であり、民間団体やＮＰＯ法人などと連携して、その地域に応じた様々な取り組みが行われ

ています。施設や病院ではなく自分の家で暮らしたいと願う高齢者はとても多く、そのよう

な意思を尊重しながら十分な支援を行っていくための仕組みですが、ケアシステム構築の目

的はそれだけではなく、背景には2025年問題、少子高齢化があります。介護保険施設は施設

サービスから在宅サービスへ転換し、医療や介護の需要が増える中、2025年以降には高齢者

の増加に対して現役世代は減少傾向にあり、対人ケアの担い手不足から現場が機能しなくな

るなどの課題があります。 
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  現在では、高齢者に限定せずに地域の様々な資源を生かした地域共生社会、社会的包摂と

いった、より多くな課題をどう解決するかに向かいつつあり、一言で言えば、居心地のよい

まちづくりをどうつくるかということでもあるとも指摘されていました。 

  そこで、利用者や利用者家族にとって、必要なときに必要なサービスが受けられるように、

住み慣れた地域で安心して暮らすため、地域包括ケアシステムの構築への今後の在り方、体

制づくりについて、どのようにお考えでしょうか。 

  また、重度化した高齢者のケアに、１人でも多くの家族や医療・介護スタッフが携われる

ように予防と向き合い、健康寿命を延ばすことへ重点を置いた予防と共生へとシフトしつつ

ありますが、今後、重要となるフレイル予防と健康づくりの推進については、どのようにお

考えでしょうか。 

  続きまして、分野２、「教育・文化」「歴史・文化・愛着」誇りを育むまちづくりといた

しまして、１、学校教育事業についてでございます。 

  新型コロナウイルス感染症などの感染症のまん延を防ぐ上で、人と人との直接的な接触を

低減させることが必要となり、働き方や教育、医療や福祉といった日常生活の現場の変容が

求められています。 

  そして今、政府のデジタル田園都市国家構想への取り組みをはじめ、社会のデジタル化へ

の流れが加速する中で、誰一人取り残されないデジタル社会の実現を目指して、地域の課題

解決に資するデジタル化を適切かつ迅速に推進し、全ての子どもたちの学びを継続するため

の取り組みも有意義と考えます。 

  今回、町長の施政方針でも、災害やコロナ感染症拡大等により、学校が臨時休業する場合

等に対応するため、タブレット端末の自宅への持ち帰りを試行し、子どもたちの学びが止ま

ることのないよう努めるとしています。 

  そこで、子どもたちの学びの継続として、全ての地域で災害などの緊急時の対応、感染症

の拡大防止や不登校児童生徒への柔軟な対応など、誰もが、どこでも安心して学びが継続で

きるようにリモート授業を可能にするため、通信環境等の整備、デジタル教材や通信料の無

償化など、様々な課題を克服しながら、各家庭の状況に配慮した対応ができるよう取り組む

べきと考えます。今後の展開、取り組みについてお示しいただきたいと思います。 

  次に、分野３、「環境・安全」「住み続けられる」安全・安心なまちづくりから、５番、

防災・危機管理事業について。 

  未曾有の災害に見舞われた東日本大震災からあしたで11年になります。地震や津波、原発

事故など複合的な大災害となり、２万人以上の犠牲者が発生し、その後もゲリラ豪雨、大型

台風や局地的な大雨、土砂災害や大地震など、次々と自然災害に見舞われてきました。改め

て犠牲となられた方々のご冥福をお祈りするともに、ご遺族の皆様に心からお悔やみを申し

上げます。 
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  近年では気候変動に伴う異常気象が頻発するなど、自然災害はより激しさを増しており、

災害リスク回避のため、私たち一人一人が危機意識を高め、平時から災害への備えをしなけ

ればなりません。 

  施政方針にありますように、避難所生活における良好な環境の確保、避難所機能の向上を

目的とした指定避難所等の備蓄物の整備や食料、飲料水等の更新、適切な避難行動につなげ

るため、日頃からハザードマップを活用した防災学習会等や避難経路の確認など大変重要で

す。加えて、指定避難所になっている小中学校等施設のバリアフリー化を進めることも必要

ではないかと思います。 

  令和３年４月、改正バリアフリー法が施行され、バリアフリー基準への適合義務の対象と

して、公立小中学校が追加され、今後新築で整備するもののみならず、既存の学校施設につ

いても、基準への適合の努力義務が課せられました。 

  近年、通級による指導を受ける児童生徒、特別支援学級に在籍する児童生徒は増加傾向に

あります。学校施設は多くの児童生徒が一日の大半を過ごす学習、生活の場であり、障害の

ある児童生徒を含めて、誰もが支障なく安心して学校生活を送ることができるようする必要

があり、さらに災害時の避難所として、障害がある方や高齢の方々の利用も想定されること

から、学校施設のバリアフリー化を一層進めていくことが重要と考えます。 

  この状況を受け、国においても令和３年度から令和７年度末までの間に、緊急かつ集中的

にバリアフリー化の整備を行うための目標が示され、財政面でも補助率の引き上げが行われ

ている状況です。本町においても、学校施設のバリアフリー化を進めていただき、誰もが安

心して学び、育つことができる環境を計画的に構築していく必要があるのではないでしょう

か。 

  そこで、本町内の公立小中学校における車椅子使用者用トイレ、スロープによる段差解消、

エレベーターの整備といったバリアフリー化の現在の状況をお伺いいたします。 

  また、現在在籍する、また、将来入学する児童生徒が障害等の有無に関わらず、支障なく

学校生活を送ることができることが大変重要です。既存校舎へのエレベーター設置をはじめ

とした傾斜、段差解消等バリアフリー化の推進について、国の整備目標も踏まえつつ、今後

どのように進めていかれるのか、町長のお考えをお聞かせください。 

  以上、子育て、高齢者、学校教育、防災・危機管理、この４つの事業から質問させていた

だきました。ご答弁のほうをよろしくお願いいたします。 

  なお、先ほど子育て家庭の訪問による支援体制づくり、福祉タクシーについては、再質問

のほうでさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○町長 横江淳一君 

  それでは、山岸議員のご質問にお答えをしたいと思います。 

  答弁漏れ、またありましたらご指摘をいただければありがたいと思います。 
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  先ほど子育ての包括支援事業について、まず、ご質問をいただきました。厚生労働省が発

表した人口動態統計、私もこれを見させていただきました。コロナ禍においてでしょうけれ

ども、出生率、これが非常に下がってまいりました。大変危惧しているところであります。 

  今年の蟹江町の、今年度の成人の対象者が今まで120万人ぐらいいますが、我々のときは

180万人ぐらいたしかいたと思います。これ84万人だということは、20年後には間違いなく、

この方がそのまま健康に育って84万人ですから、大変厳しい状況になると思いますし、団塊

の世代の方も、これは私の持論でありますけれども、もうあと20年もすれば、多分平均寿命

より上に行かれますので、元気な方は元気でお過ごしいただければいいんですが、なかなか

厳しい状況になるんでないかと、やっぱり社会保障の問題だとか、福祉の問題が大きくのし

かかってくるのも現実、事実であるので、本当に厳しいなというように思いながら今回答え

をさせていただきたいと思います。 

  子ども家庭総合支援拠点の設置、開設については、先ほども述べさせていただきました。

重複をすると思いますけれども、令和４年度中に拠点を設置することが努力義務とされてお

ります。これは児童福祉法に基づきまして、子供と家庭、妊産婦を対象として、福祉に関し

て必要な支援を行うということであります。 

  ご指摘いただいたように、新しい場所、どこにつくるんかということですが、今まだ実は

模索中でありまして、どこにするかというのを別に困っているわけじゃないんですが、しっ

かり決めましたら早急にスタートをさせていきたいというふうに思っておりますし、年内を

目途にというように一応事務方は前も言っておったんですが、早い時期にもしも決まればや

っていきたいなというふうに思います。 

  人員配置につきましては、子ども家庭、いわゆる子ども家庭の支援員の２名が配置を必要

とされると書いてありますので、先ほども言いました保健師だとか、それから保育士の配置

を当町では予定しております。業務内容については、ご存じのように、養護児童だとか、特

定妊産婦への支援を行い、児相ですね、児童相談所だとか、警察、それから保健所等のいろ

いろなところと円滑に情報を取っていただいて供用するというのがもともとでありますので、

しっかりとしたふさわしいやり方を求めてやってまいりたいと思います。 

  もちろん、子育て世代の包括支援センター、これは山岸議員も言っていただきましたけれ

ども、令和２年４月に、保健センター内に今設置してございます。ちょっと狭いところであ

りますけれども、結構相談が多いということで十分機能をしておりますけれども、やっぱり

妊娠時から出産まで切れ目なく支援をする拠点に今なっておりますので、それに加えて家庭

総合支援拠点の設置が重大だと思っていますので、早急に決めて決定をさせていただきたい

と思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

  ２番目に、地域包括ケアシステムの構築についてのご質問をいただきました。 

  これは言うまでもなく、医療、介護、予防、支援、これが一体となったことでありまして、
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実際その体制づくりの課題としては、地域の担い手の不足をしていることも言えます。です

から、ＮＰＯの方だとか、ボランティアの方だとか、民間企業などの皆さんと一緒になって

支援体制を構築していくことが必要なのかなと、こんなことを思っています。 

  この海部４市２町１村の中では、実はあまサポをつくりまして、自宅、いわゆる在宅医療、

そして、介護の支援センターということで、ちょっと長いものですから、あまサポとなって

おりますけれども、いろいろな情報を共有しながら医療、介護、予防、住まい、生活支援が

一体でできるような、そんな体制をこれからも充実してやっていきたいなと。これ蟹江町の

みならず、地域と連携を取りながらしっかりやっていく必要があるというふうに思っており

ますし、実際、医療機関だけではなくて、介護予防についても別の機関にまたお願いをしな

ければいかん部分があると思っておりますので、どうぞまた、ご協力をいただけるとありが

たいというふうに思っております。 

  フレイル予防のことについても触れられたんで、ちょっと話をしていきます。 

  お年寄りの方、特にそうでありますけれども、口腔だとか、栄養の関係のことであります。

特に、高齢者の通っておみえになりますサロンだとか、そういうところを活用して周知をし

ていければいいのかなと、こんなことを思っておりますし、実際、その取り組みとしては、

老人福祉センターが介護予防教室を開いたり、ここにありますように、地域のサロンへ実は

補助金を出して活動を促進しているのも事実であります。元気度確認チェックシートを配っ

て、フレイル予防の啓発も現在、今やってございます。 

  いずれにいたしましても、高齢者の方の、特に後期高齢者の方のいわゆる低栄養予防事業

だとか、健康推進事業だとか、そういうことについて、地域で集まっていただけるようなと

ころがあれば、しっかりと相談事業の内容を把握した上でやっていきたいというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

  続きまして、これは学校教育の事業として、リモート授業の展開と取り組みについてのご

質問でございます。 

  まさに、コロナ禍において、大変厳しい授業カリキュラムの内容であるのも十分理解をし

ております。特に、全員にタブレットが配ってございますので、リモート環境はいいわけで

ありますが、ただ、そうはいっても、今年タブレットを持ち帰って、うちでリモート授業を

という試験をやらせていただきますが、おうちの中に、いわゆるルーターがない家庭がある

ようでありますので、そこへの貸し出しだとか、そういうことも検討しなければいけないで

すし、タブレットを損傷させたときにはじゃどうするんだという、そのリスク回避も考えて

いかなければいけない。やらなければいけないことはたくさんあるんですけれども、でも、

校外学習としてタブレットを使って、実写を、写真を撮ってデータとして送るだとか、その

場ですぐデータが地域の皆さん共有ができる、先生方と共有ができるというメリットはあり

ますので、このことについてはしっかりとやっていきたいなと。一応、令和４年度の当初予
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算において、遠距離教育用機器、カメラ、マイク等の予算も教育のほうとして計上させてい

ただいておりますので、少しずつではありますけれども、やれるところからやっぱりやって

いかなければいけないなと、こんなことを思っています。 

  リモート環境が、先ほど言いましたように、整っているうちばかりではありませんので、

まずこれをどうするかということもしっかり、あまり言いますと、差別とか区別になってし

まいますから、これがやっぱりしっかり考えた上で、教育委員会と学校の先生と相談しなが

ら進めていくのが得策ではないのかなというふうに思っております。 

  続きまして、災害時の避難場所であります学校施設のバリアフリー化についてのお尋ねが

ありました。 

  特に、エレベーター設置しているところはどうなんだということで、これはご報告ですけ

れども、エレベーター設置については、これは当蟹江町では、蟹江小学校が１基、新蟹江小

学校が１基、蟹江中学校が２基であります。これはどうしてここだけになったかと言います

と、障害のある方が、それから体に障害のある教員の方がおみえになったということ、いろ

いろな事情があって、早急に準備をする必要があったということで、この３つの学校につい

ては、今こういう状況にはなってございます。 

  車椅子で生活をされる方等々がやっぱりありましたので、非常に急ではありましたけれど

も、やらせていただいたということだけをご理解いただきたいというふうに思っております。 

  あと、災害時に避難所となるスロープについては、一応配置済みでありますけれども、ト

イレについては、舟入小学校以外、全ての学校に多目的トイレは設置をしてございます。舟

入小学校だけがまだございませんので、その件については、またおいおいやっていきたいな

というふうに考えております。 

  体育館の設置は、蟹江中学校のみでありますので、今回、今後長寿命化計画の中で、学校

施設の長寿命に対するバリアフリー化を積極的にやるということと、やらなければいけない

ことについて、エレベーターの設置等々も含めて、体育館から校舎へのスロープの整備につ

いて検討をしていきたいなと、こんなことを思っています。 

  いつ起こるか分からないと言われましても、東海、東南海、南海地震の発生率につきまし

ては、大変厳しい数字が並んでおります。新たなハザードマップも町民の皆さんに、高潮ハ

ザードマップという形でお配りをいたしました。絶えず意識をしながら、いつ起きてもおか

しくない災害に対応するとともに、起きた場合はしっかりと避難所の内容を把握していただ

けとありがいのかなと、こんなことを思っております。 

  答弁漏れございましたら、またおっしゃっていただければありがたと思います。 

○１番 山岸美登利君 

  ありがとうございます。 

  学校教育のＩＣＴ、タブレット配備されて、住民の方が昨年からちょっとオンラインリモ
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ート授業を希望する声がありましたもので質問をさせていただいたところでございます。 

  課題、また解決し、格差なきように進めていただきますよう、よろしくお願いしたいと思

います。 

  また、バリアフリー化についても、よく分かりました。ありがとうございます。 

  それでは、ちょっと再質問のほうをさせていただきたいと思います。 

  １つ目に、子育て世帯、子育て支援事業の訪問による家事、育児支援についてといたしま

して、子どもをめぐる課題はコロナ禍によって一段と深刻化しています。ここ数年で家事、

育児等に対して、不安、負担を抱えながら誰にも相談できず、子育て等を行う家庭が増加し

ており、子どもの養育だけではなく、保護者、妊産婦自身が支援を必要とする家庭が増えて

おります。 

  こうした需要に対応するため、訪問支援員が家事、育児等に対して不安や負担を抱えた子

育て家庭、妊産婦、ヤングケアラー等がいる家庭を訪問し、家族が抱える悩みを傾聴すると

ともに、家事、育児の支援を実施して養育関係を整え、孤立防止とともに、虐待リスク等の

増加を未然に防ぐという、子育て世帯訪問支援臨時特例事業というのがあります。この事業

では、食事の準備から洗濯、掃除、買い物の代行支援、また家事支援や保育所の送迎支援に

加え、地域による母子保健施策や子育て支援施策の情報提供など、多岐にわたるサポートを

実施いたします。 

  先駆けて、東京都清瀬市では、全国初の市の委託事業としてホームビジター、研修を受け

た育児経験者のボランティアによる訪問支援が2009年から実施されており、気分転換、おし

ゃべりをするだけでも気分転換になると利用者様からも喜ばれており、少しずつでも育児の

不安を解消してもらう取り組みが現在も続いているということであります。 

  また、民間でそれら同じなんですけれども、資格を持つ産後ドゥーラの利用も増えており、

自立した育児ができるように、ママを休ませてあげながらサポートする、様々な家事に加え

て保育園の送迎、健診、受診の同行、赤ちゃんのケア、お母さんのケア、夫も含めた家事や

育児支援を包括的に支援をしてくださるという援助者がおられます。 

  コロナ禍で両親や友人にも頼れないなどのほか、声を上げられない、自分で発信できない

子育て家庭が非常に多く、ますます孤立を深めており、援助する側から積極的に手を差し伸

べる取り組みが必要ではないと考えます。 

  そこで、それら、家事、育児支援の充実と担い手援助者の活用といたしまして、当事者に

寄り添う新たな訪問支援事業等の必要性について、町長のお考えをお聞かせください。 

○町長 横江淳一君 

  それでは、お答えをしたいと思います。 

  訪問支援の必要性というのは我々も感じるわけであります。なかなかそれも、やっていた

だきたい人とやる人のバランスがありまして、これもいろいろな実例が多分あると思います
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ので、そのことついての大きな知識を今現在私が持っているわけでありませんので、また担

当としっかり相談をしながら、先ほど言いましたように、妊娠時から出産時までをしっかり

とケアをする、そういう体制ができて、今度お子さんが産まれたら、それをどう不安なく地

域で育てていくかということに重点を置いたほうが私はいいというふうに思っています。当

町で産まれた子を当町の人がみんなで支え合う、これがまさに蟹江のファミリーサポート事

業だというふうに私は思っています。 

  そういう意味で、早い時期から２カ所でファミリーサポートセンター開園をしました。今

回、ちょうど蟹江川の西の部分ですが、泉人（せんと）の中で、今子育て支援センターがＮ

ＰＯ法人の方と一緒になってお願いをしているわけでありますが、そこにファミリーサポー

トセンターも移築をいたしまして、あそこでやっぱり子育てを一緒にやっているお母さん方

と一緒になって、同じ年代の方があそこに集まりますし、実際いろいろな年齢の方がお集ま

りになってみえるもんですから、やはり子どもを育てる方も実際すごい安心して集まること

ができるということで、ほかのところでもありますけれども、こちらに全て移動をしたとい

うことで、４月からファミリーサポートセンター、蟹江西子育て支援センターを移動させて

いただくということをやっております。 

  新たにファミリーサポートセンターの事業を行うにしても、社会福祉協議会の運営をして

いるサポートセンターの会員からも、援助会員を募りまして、お互いに、いわゆるサポート

される方、サポートする人、これをしっかり形づけて、本来、訪問支援の形もいいのかも分

かりませんが、こういう形で表に出して皆さんで協力してかにっこを育てていこうというこ

とが丸ごとサポートだというふうに私思いますので、どうぞまた、山岸議員におかれまして

は、そのようなアドバイスをいただければありがたいというふうに思います。 

  以上です。 

○１番 山岸美登利君 

  ありがとうございます。 

  本町においては、町長おっしゃったように、ファミリーサポート事業だとか、一時保育だ

とか、にこにこママさんだとか、産後ケアにおきましては、ネウボラ、先ほどのネウボラ事

業とか、こんにちは赤ちゃん訪問だとか、様々な施策が充実しておるわけであります。訪問

型の子育て支援というのが、ちょっと求められている背景には、ほとんどの自治体が現行の

支援が保育所など、先ほどの預かりサービスというのが中心だったり、養育支援訪問事業は

既に９割本町でも実施されているんですけれども、助言や指導を中心になっておりますので

家事援助サービスの提供が少ないというのがちょっと現状でしたので、今回訪問型の支援策

といたしまして取り上げさせていただきました。産前産後ケアに続く様々な子育て家庭の課

題ということで援助も必要、この今の時代、そういう援助も必要なのかなというところで取

り上げました。 
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  今、特にコロナ禍によって人との交流が減る中で、ちょっと大きい年代、小中校生の自殺、

小中学生の不登校増加、ネットいじめ件数も増え続け、また、連日のようにテレビや新聞で

虐待事件が後を絶たず、保育園や学校といった外からの目が届きにくくなっています。その

意味で、子どもや家族からのＳＯＳにいち早く気づき、早期に対応するための体制づくりは

喫緊の課題ではないでしょうか。 

  そして、今、家族、子育て家庭に寄り添って身体的、心理的負担をケアし、安心して子育

てができるようサポートが可能な、先ほどの援助者、ヘルパー、ボランティアの方、産後ド

ゥーラの方々等が積極的に訪問して直接支援を行う伴走型というのが求められており、コロ

ナ禍では特に出向かなくても、また、助言、相談のみといった限定的なサービスだけではな

く、事業の組み合わせ、例えば先ほど町長おっしゃったファミサポとファミリーサポーター

さんもまた活躍していただくなど、組み合わせを可能にして、家族に合った支援メニューを

提供することが今後ますます大事になってくるのかなと思います。 

  本町におきましても、実態をまた把握しながら、支援が届きにくい孤立した家庭の支援強

化に向けて、またお力添えをいただければなと思います。よろしくお願いいたします。 

  次に、再質問、２つ目の再質問で、高齢者福祉事業について。 

  介護福祉タクシー利用料金の助成についてでございます。 

  近年、他の市町でも複数の事業者が運行している車椅子利用者など介護を必要とする方が

外出時など、車椅子やストレッチャーのままで乗車できるリフト付き福祉車両の利用者が増

えています。運転に不安を持つ高齢者本人が車椅子利用者という方も少なからずおられます

が、免許を持っておらず、他にお願いする人もいないなど、家族に車椅子を利用し、介護、

介助を必要としている方を病院などの送迎のため、リフト付き福祉タクシーをご利用されま

す。貸し切りや利用時間のみの設定など使用用途により料金システムは違いますが、１回

6,000円から9,000円と決して安くはありません。現在、免許をお持ちの方も運転に不安を持

ちながらも自主返納をちゅうちょしている高齢者もおられ、今後も利用者の増加が考えられ

ます。 

  そこで、本事業の障害者福祉タクシー料金助成に加えていただくなど、利用者の方々の経

済的な負担を解消し、安心してご利用いただけるよう、高齢者福祉タクシーの料金助成につ

いて、また、改善を行うことによって、運転免許証自主返納を促し、高齢者の交通事故減少

を図ることも促進できると思いますが、町長のお考えをお伺いいたします。 

○町長 横江淳一君 

  それでは、再質問にお答えをしたいと思います。 

  高齢者福祉事業、高齢者福祉タクシーについてのご質問であります。 

  当町では、全く何もやっていないわけではなくて、障害者福祉タクシーという形で、早い

時期からタクシーチケットを出して、障害認定にもよりますけれども、補助をさせていただ
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いております。チケットを今45枚かな、出させていただいておりますが、それだけではなく

て、ご質問いただいたことに関して、リフト付きの車を単体で呼ぶと、確かに普通のタクシ

ーと比べて非常に割高になるということと、例えば介護保険の中での、いわゆるあらかじめ

組み込んでいただければ、タクシーの送迎等々についても、限りはありますけれども、使う

こともできます。ただ、使う頻度によって、どのぐらいの割合で使われるのか、私も今

6,000円から9,000円というのは決して安くないどころか非常に高額でありまして、毎回毎回

6,000円も9,000円もタクシー代使っているわけにいかんもんですから、使用目的によって、

例えば月に１回病院に行くために行くということもありましょうし、毎回全く下肢がいうこ

とを利かずに、その状況で、そのままタクシーに乗らなければいけないという方なのか、ち

ょっとその実態がよく分かりません。僕自身もリフト付きのタクシーは見たことありますけ

れども、台数的にそんなに多分ないと思うんですね、実際は。ないからいかんと言っている

わけじゃなくて、そういうことをやられる皆さん方の、勉強不足で大変申し訳ないんですけ

れども、それに対しての補助、ちょっと調べてみたんですが、近隣では愛西市だとか、弥富

市だとか、飛島村であるんですけれども、これは一応、ある程度の限定した中で、特にこう

いうリフト付きのタクシーに乗らなければいけないような方対象のための補助ではまたない

んね。ちょっと違うんですよ。 

  ですから、町として、今ご要望いただいております、どれぐらいの頻度で、どういう目的

で使うかということもありますし、どれくらいの方が今対象になっているのか、それをやっ

ぱりしっかりリサーチをさせていただいた上で、やらないんじゃなくて、やれる方向で、や

れるんだったらどういうことができるんだろうということで、やっぱり前向きにやっていか

なければいけないのかなと。ただ、やみくもに税金を使うわけにまいりませんし、実際、そ

の障害者タクシーの方でも、年間で、五、六百枚多分チケットとしては出ている実績だと思

います。 

  その方たちが大変重宝してみえるということも聞いておりますし、もしもそういう方がお

みえになれば、これはやっぱりしっかりと調査をして、検討していくべきことではないのか

な。ただ、今からすぐやりましょうということではなくて、近隣の町村も含めて、ちょっと

勉強をさせていただいて、また施策としてやるかどうかということについては考えていきた

いというふうに今現在は思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○１番 山岸美登利君 

  その相談の方が４万円、５万円とおっしゃっていました。１回8,000円で、貸し切りだっ

たと思うんですけれども、いろいろタクシー会社さんにもちょっと抜き打ちで電話をさせて

いただいたりしたら、時間での、２時間とか、貸し切りだとか、様々ございましたけれども、

また、検討のほうをよろしくお願いしたいと思います。実態を把握していただいて。 

  そんな当事者からの発信がないと、ちょっと気づいていただけないような、福祉タクシー
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ご利用される方々への安心をお届けするということもひとつこれ、ケアシステムの充実につ

ながるのかなと思います。 

  待ち受ける2040年問題、100年時代の到来、未婚化、晩婚化により、子育てと介護のダブ

ルケア、この人口の増加等課題の中で、今後は多様な地域社会との連携、より深い自助・互

助・共助の体制を構築した福祉でまちづくりといった地域福祉の視点に立った地域包括ケア

システムの構築が必要になってくるのではないでしょうか。 

  次に、フレイル予防についてちょっとお伺いしたいと思います。 

  これ専門家からも十分な栄養補給と適度な運動や人との触れ合い、社会参加を増やすよう

言われていますが、現在、町内では高齢者の方々が、先ほど町長おっしゃったように、サロ

ンとか、今ちょっとコロナであれなんですけれども、早朝や夕方などにウオーキングされた

り、ジムに通うなどされております。また、いくつかの町内会で様々、活き生きスポーツの

健康体操教室を月１回開催され、これ無料で、楽しく集い合い、健康づくりに取り組んでい

らっしゃいます。 

  そこで、住民の方からまたいただいたんですけれども、活き生きスポーツのインストラク

ターをお呼びして無料で行うこの体操教室は、１年間の期限付きですので、何とか続けてほ

しい、続けてインストラクターの方に来ていただきたいという要望が上がっております。ぜ

ひ健康寿命を伸ばす取り組みへの継続的な支援をお願いしたいと思いますが、町長、お考え

をお聞かせ願いたいと思います。 

○町長 横江淳一君 

  それでは、お答えをいたします。 

  何もデータ持っておりませんが、また、詳しいことがありましたら、また後でしっかりと

したものを持っていきたいと思います。 

  もともとこの活き生きスポーツクラブ、総合型地域スポーツクラブとして、ちょうど私が

体育指導員をやっているときに提案をいただいて、海部郡では早い時期にこのクラブを立ち

上げました。ｔｏｔｏの補助金を使いまして、数年間運営をし、今、蟹江町が総合型地域ス

ポーツクラブ、活き生きスポーツクラブとして自立をしていただき、法人格も取っていただ

いて今活動していただいているわけでありますが、山岸議員おっしゃるとおり、残念ながら、

今コロナで活動がほぼ停止をしております。いろいろな提案をいただくわけでありまして、

我々も本当にありがたいなと思います。 

  今、生涯学習の中で、生涯スポーツたくさんあるわけでありますけれども、そこの中で、

やれない方、いわゆる競技スポーツじゃなくて、娯楽としてやりたい方とはちょっとやっぱ

り格差があったりして、どこかやるところはないかという、そういう方のニーズが結構あっ

たわけですね。そこの中で、無料ではありません。他市から生涯学習でも講座に行くのに無

料ではありませんが、活き生きスポーツも無料ではないんですけれども、お金を払ってでも
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体を動かしたい、自分の趣味を生かしたい、レクリエーションスポーツとしてやっていきた

いというニーズの方に大変重宝がられております。 

  今回、子どもたちの体力低下だとか、それから保育所に行っていただいたりして、いろい

ろな方面でこの今活き生きスポーツのスタッフの皆さんには頑張っていただいております。

その一環として、サロンへ出向いていただいて、健康体操をやったり、いろいろなことを今

言われて、非常に今好評をいただいているのも聞いております。その１年間かどうかという

のは、ちょっと僕分からなかったんですが、そういうニーズがたくさんあれば、また、うち

の担当でまとめて、どれぐらいのことがあるかということについて、やらないとか、やると

かという結論すぐ出すんではなくて、今どういう状況なのかと、今ここで前もって情報をい

ただいたわけじゃありませんので、一度きちっと話をして、活き生きスポーツ側の方も都合

ありますので、一方的に何年間お願いしますということも、なかなか難しいと思います。僕

も内情をよく知っておりますので、一度そういうあれがあれば、サロンへ赴くだとか、別の

形で活き生きスポーツの中に組み込むだとか、ただ、それはサロンへ集まったほうが皆さん

集まりやすいから、多分そこに出張していくという形になるとは思いますが、ちょっとこの

答えについては、ここで出すのを控えさせていただきたいと思いますし、前向きに検討する

ということだけをここで申し上げておきたいと思います。よろしくお願いします。 

○１番 山岸美登利君 

  はい、ありがとうございます。 

  多分これケーブル見ていらっしゃる方もいます。喜ばれると思います。ちょっと前向きな

ご答弁をいただきまして、ありがとうございます。 

  地域の近くの公民館で、今はもう何か、４つか５つかの町内会でやっていらっしゃるとい

うことでありました。感染対策しっかりやって、ということで、喜んで参加をされるという

ふうで、いいことだなと思って取り上げさせていただきました。 

  また、ほかにも、そんな中ですけれども、高齢者の方々が元気でいてくださるために、フ

レイル予防をもう一つ、健康づくりに役立てるためということで、家庭用のゲーム機やモバ

イル端末を使うｅスポーツを活用した高齢者向け講座を開催している自治体が幾つかござい

ます。これも当町でもいかがでしょうかという話なんですけれども、座ったまま体験できる

ので、体への負担が少なく、指先や脳を使うため、認知機能の向上が期待でき、高齢者でも

楽しめる上、何より社会参加を促すツールとして注目をされております。ゲームと聞くと、

よい印象を持たない人がおりますけれども、健康づくりのコミュニケーションを円滑にする

ための手段として効果的です。 

  また、ｅスポーツは、性別や年齢、体の障害の有無に関係なく、誰でも楽しめ、脳が活性

化し、認知症予防にもつながります。また、ぜひ講座実施に向けてご検討をいただきたいな

というふうに思います。 
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  最後に、もう一つお願いというか、あれなんですけれども、また、声がありましたので、

昨年の代表質問でご提案いたしましたデジタルデバイト、情報格差解消のための高齢者向け

スマホ教室も開催への期待が上がっておるところであります。ぜひ積極的に取り組んでいた

だけたらうれしいなと思います。そのようにお願いを申し上げまして、質問を終わらせてい

ただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、以上で山岸美登利さんの質問を終わります。 

  ここで、暫時休憩させていただきます。 

  それでは、14時45分から開始させていただきますので、よろしくお願いします。 

  消毒作業のほうもよろしくお願いします。 

（午後２時34分） 

○議長 佐藤 茂君 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後２時45分） 

○議長 佐藤 茂君 

  ５番 立憲民主党 中村英子さんの質問を許可いたします。 

  中村英子さん、ご登壇ください。 

○９番 中村英子君 

  ９番 立憲民主党 中村英子です。 

  まず最初に、今世界で起きている大変に痛ましい出来事について、一言申し上げてから質

問に入らせていただきます。 

  今、ロシアに爆撃されて大変大きく傷つき、命まで危ぶまれているウクライナの人々に対

しまして、この悲劇に対しまして、私たちは直接何ひとつできないわけですが、その方々に

対しては、連帯の気持ちがあるということを申し上げ、また、これから私たちが受けるかも

しれない、受けるであろう影響、悪い影響もあるかと思います。それを受け入れて犠牲を払

い、辛抱強く共に乗り越えていきたい、そのように思っているというようなことを最初に申

し上げまして、質問に入っていきます。 

  今も申し上げましたように、暴力というのが大きいとは大きい、人は本当に無力を感じる

わけですけれども、しかし、私たちの国というのは、暴力を排し、民主主義という国家で運

営をされている状況にあります。暴力を前にいたしましても、民主主義の重要性というのは

変わらないし、ますます力強く確たるものにしていかなければならないんではないかな、そ

んなふうに考えております。 

  そのような視点から、まず最初の質問は、民主主義の必要性ということ、重要性というこ
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とについてであります。 

  昨年10月、第１次岸田内閣が発足いたしました。長く続きました安倍政権、それに続く菅

政権、その後岸田政権となっております。総選挙を経まして、今、第２次岸田政権となって

いるところです。 

  この岸田政権の誕生は、この岸田さんを直接支持するかどうかということは別にいたしま

しても、かなりの国民が、この誕生にほっとしたんではないかという思いです。そういう感

想を持った方が多かったんではないでしょうか。 

  なぜかと言えば、安倍政権の時代は、公文書やデータの改ざん、隠蔽、また、総理自らに、

元総理ですけれども、自らにかけられた疑惑を常識外れの言い訳で押し通すということをす

るなど、まさしく民主主義を損なう行為が平然と行われた政権だったと思っております。そ

れは国が信用できないと国民が思わざるを得ない心境にさせられていたのも事実であります。 

  その安倍元総理は、病気を理由に２度目の政権放棄をいたしましたが、その後も大派閥の

領袖（りょうしゅう）となって、たくさんの人がほっとできた岸田総理を陰で操っているか

のように言われております。大変残念なことであります。民主主義国家の総理大臣が自ら民

主主義を壊し始めたら、どのようになっていくのか。それは結果として、国のトップの暴走

を招き、瞬く間に国民を破滅へと導いてしまうことが歴史の教訓となっております。 

  幸いにして、日本は、あの大きな大戦の後、75年間戦争の反戦の上に立って平和に暮らす

ことができております。この平和を維持し、子どもたちの夢が夢として続いていくためには、

民主主義のほころびを放置せず、ルールを確かなものとして定着させ、進化させることが平

和の根幹でもあります。また、次世代への責任だと思いますが、町長は、このようなことに

関しまして、見解があればお伺いをしたいと思います。 

  続きまして、２問目です。 

  長年の町の懸案事業についてということです。 

  町長は、平成17年に就任いたしました。昨年５期目の当選をされたところです。 

  この間、毎年出される施政方針、また、選挙のたびに所信表明など出されておりますので、

それは拝見をしてきましたが、この中身は、長年蟹江町の課題となっている事業、町の発展

に欠かせないと言われているいくつかの事業ですね、大きな事業です。例えば、１番目です

が、１番目ということはないですね、今須成線、また、東校線の踏切、また、近鉄蟹江駅の

橋上化と駅南宝地区の開発、また、ＪＲ蟹江駅、駅だけはきれいにできましたけれども、そ

れに接続する南駅前線の見通し、これも今着手するというお話ですけれども、大変に見通し

が暗く、そしてまた、依然として取り残されているままになっております。その東の駅南の

調整区域の問題など、また、さらに救急車も消防車も入れない舟入地区や旧本町地区など、

再整備が必要なところの問題もあります。 

  このような大きな事業について、別の議員の方々からも、これまで何度か質問が出ている
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ところです。午前中には石原議員のほうからもありました。しかし、いまだに、その取り組

みの具体化がどこにも見当たりません。見当たらないということは、蟹江町長は在職17年に

なりますね。それで、これから任期ありますので、20年間ということも予定されているわけ

ですが、この長い期間、町長職にありながらも、この問題に取り組む気配もなく、ただただ

通過するだけで何もせずに終わってしまうつもりなのでしょうかという、そんな疑問も持っ

てしまいます。 

  既に、町民のご協力によりまして、土地買収がおおむね終了しているところもありますけ

れども、その町民のご協力に対して、事業の見通しを持たないまま、何年間も放置しておく

ということが許されるのか。これら長年の懸案となっている大型事業につきまして、町長の

姿勢を伺いたいと思います。 

  次に、個別事業につきまして、２つ伺います。 

  いずれも条例制定が必要ではないかという質問です。 

  まず、子ども・子育てに関する事業についてです。 

  子ども・子育てに関しては、国の方針が大きく以前とは変わりまして、当町もそれを受け

まして、新たな枠組みの中で様々な対応をしてきているところです。 

  さらに、国は、こども家庭庁というものを来年４月に創設することで閣議決定しています。

家庭庁なるものがどのようなものなのか、今あまりその具体的なイメージは湧きませんが、

子どもを取り巻く問題に対処しようとしているものであることは間違いありませんし、また、

従来の省庁縦割りの行政の弊害を拝し、横断的な取り組みをしようとしているものだと思い

ます。 

  子ども行政につきましては、いずれにしましても、その基本として、全ての子どもたちが

その自主性を高め、能力を生かし、生き生きと成長する権利が認められていることが大変重

要だと思います。 

  そして、その形、それを見える形として、私は５年ほど前から２回ほど子ども条例の制定

についてということで質問をさせていただいております。当時、町長は、前向きな答弁であ

ったと感じておりましたが、その後、何の音沙汰もありませんので、そのことはどのように

なっているのかお伺いしたいと思います。 

  もう１つは、女性政策についてです。 

  男女共同参画社会の実現に向けては、第２次蟹江町男女共同参画プランを策定いたしまし

た。この推進のためには、司令塔が必要であるということを申し上げてきましたが、それに

加えて、女性政策全般という観点から、新たに女性室をつくり、その室長を司令塔にするこ

とによって推進を図ってはどうか。そしてまた、積極的な推進のためには、男女共同参画推

進条例が必要ではないか、そのようなことを思っております。 

  このことにつきまして、町長のご意見をお伺いしたいと思います。 
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  以上、４点質問いたしましたが、答弁によって再質問をしたいと思います。 

○町長 横江淳一君 

  ４点のご質問をいただきまた。 

  大変難しいことばかりでありますので、十分な答えができるか分かりませんが、またご指

摘をいただければありがたいと思います。 

  第１問目であります。民主主義の重要性ということで、本当に私の想像を超えたご質問で

ありまして、これから施政方針にこういうことを入れなければいかんのかなと思って、今反

省しておるわけでありますが、またアドバイスをしていただけるとありがたいと思います。 

  安倍政権、それから、今ある岸田政権のことに関して云々というのは、ちょっと立場とし

て差し控えさせていただきたいと思いますし、実際、その民主主義とは何だということを今

ここで述べてもせちがらい話でありますが、やっぱり民主主義というのは、あくまでも人民

が、皆さんが権力を持って、皆さんがそれを、皆さんで一緒になって行使をするということ

が基本的な立場であるというふうに私は思っています。１人のリーダーが１人の考え方だけ

で物事を左右するというのは、民主主義の定義に反する、まさに今回帝政ロシア、今のロシ

ア共和国でありますが、そこの大統領が殺戮（りく）に近いような状況をしているというの

は、多分中村議員も非常に悲しい思いでしゃべられたというふうに私は思っておりますし、

気持ちは一緒であります。 

  我々も人道支援をしただけでも非友好国とみなされ、いろいろな弊害をこれから多分負う

ことにことになるというふうに思っています。まさに民主主義の破壊であります。ＥＵがど

うだとか、それからいろいろなことを言いますが、ヨーロッパ連合はどうだとか言いますが、

それはそれでいいと思いますし、我々は独立国家でありますので、しっかりと国民の意見を

聞きながら、内閣総理大臣は前に進んでいっていただけるとありがたいと思います。 

  安倍政権のことに関しては、歴代で在籍通算１位の3,000日を超える在籍をされ、中村議

員がおっしゃったように、悪いイメージしか残っておりませんが、公文書の改ざんだとか、

森友問題だとか、桜問題だとか、いろいろな問題は確かにあったというふうに私も思います。

真相は我々の中ではちょっとよく分かりませんが、不適切な状況だったのかどうかというの

は、ここでは判断を避けさせいただきたいというふうに思います。 

  その後に、菅内閣が本当に１年、名官房長官としてやられまして、１年間で今の岸田内閣、

岸田総理大臣に代わったわけでありますけれども、コロナに始まってコロナで終わった菅さ

ん、そして、それを受け継いでコロナ対策、それにプラスロシア問題、ウクライナ問題が大

きくのしかかってきました。近隣の韓国では、新たな大統領が来まして、親日派なのかどう

か分かりませんが、新たにこういう国際問題も解決してくれるような、そんな前向きな姿勢

であっていただけることを我々としては望んでおるわけであります。そんな中での民主主義

の重要性を鑑みながら、我々はしっかりと議員内閣制の中で適切な、我々が総理大臣を、党
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員ではありませんので総理大臣を指名するわけにまいりませんが、我々の意見をしっかり通

していきたいなというふうに思っておりますので、その程度にさせていただけるとありがた

いのかな。 

  ただ、いろいろなところの話を聞いてみますと、確かにアベノミクスという１つの施策が

大きく飛躍をしたこともあれば、それが毒になったところもあるかも分かりません。やっぱ

り経済というのはそういうもんでありまして、我々としては、蟹江町としては恩恵を被ると

ころが多々であったというふうに考えております。 

  財政力が非常に厳しい地方自治体にとっては、このアベノミクスの政策がよかったのかな

ということも、我々にとってはいいし、幼児教育、学校教育について無料化も図られました

し、悪いことばかりではないなというのは思ったわけであります。 

  この岸田内閣の今後の活躍に期待をしたいなと、この程度にさせていただけるとありがた

いというふうに思います。 

  ２番目でありますが、町の懸案事項につきまして、町長は平成17年に云々ということで、

17年から20年やられますよねという、健康であれば任期は全うしたいとは思いますが、単に

だらだらやっているだけじゃんみたいなことを言われるのは絶対避けたいと思いますので、

我々としては精いっぱいやっているつもりですので、ここで反論だけさせていただきたいと

思います。 

  ただ、そうはいっても、先ほど石原議員にご答弁を差し上げたとおり、結果が出ないもの、

我々やっぱり首長というのは結果であります。政治家というのは結果でありますので、何を

言ったってやれていないじゃないと言われると、そのとおりであります。 

  ただ、何もせずに手をこまねいていたわけではなくて、やったわけでありますが、諸事情

によってなかなかしづらいよということもあったことだけはご理解をいただきたいというふ

うに思いますし、再編計画についても、これも、やっとこれ着手ができたのも、やっぱり地

権者の皆さん、周囲の皆さん方の協力があってこそでありますが、これが急になったわけで

はなくて、十数年前から議事録もちゃんと残っております。十数年前から地道に地道に交渉

を重ねて、やっと突破口を開き協議会を立ち上げて、専門委員会も諮問をしていただいて、

ここまで来たということだけは、多分中村議員ご存じだと思いますので、そういうこともや

っていますよということだけをご利用いただけるとありがたいのかなということだと思いま

す。 

  あと、近鉄駅、南駅の問題につきましても、昨年の町長選挙でも争点になりました。我々

としては、特に商工会の青年部部長をやらせていただいたときに、平成元年からが河瀬佐兵

衛町長さんが就任をされ、４年間の短い１期の就任でありましたけれども、そのときに、蟹

江町を何とかしたい、協力してくれんかということで、我々がシンクタンクになってほしい

よと、そんな偉いもんじゃないですけれども、若手の集団ということで、町長に任命を受け
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まして、非公式ではありますけれども、勉強会を何度も重ねた記憶があります。今から34年

前の話でありますが、そんな中で、近鉄駅前再開発計画、ＪＲ蟹江駅北再開発計画、もう一

つどこかあったと思いますが、分科会に分かれましてやりました。でも、そのときは地域の

皆さんの賛同がなかなか得られなかったというふうに私も聞いておりますし、私も数人の方

とお話をさせていただいたんですが、地権者でない人から言われることはないという、本当

に温かい言葉いただきまして、すぐ引いてまいりました。大変厳しいお言葉をいただいたと

いうのが今でも覚えてございます。それぐらい、やはり地権者の皆さん方の同意を得なけれ

ばできないことだというふうに私は思っておりますので、今回、例えば駅北の区画整理事業、

この第二学戸区画整理事業は、これは中央道ができたことによって、町施工で行っておりま

す。しかも、30年近く完成までかかったわけでありますが。 

  同時に、先ほどもちょっと話をしました今西の区画整理事業も町施工でやりました。減歩

の多いとか少ない、精算金の問題があって、土地を売られて出ていかれた方も何人かおみえ

になります。その意見もしっかりと私も聞かせていただきました。やはり土地開発をしよう

にも地権者の同意が要りますし、それ相応なりに道路を造る、公園を造るに当たっての土地

の減歩、そして、さらには最終本換地になった後の精算金もかかってくるわけでありますの

で、それをしっかり説明した上で都市計画を立てていくのが、これが正確なやり方だという

ふうに私は思います。 

  後で、しまった、こんなこと聞いていないよなんていうことが現実に我々のときに起きた

から、私は今そう言っているわけでありまして、かつて中村議員も蟹江町に市街化区域増や

した方がいいよねということを、議事録を読みましたら、だいぶん前でありますけれども、

言ってみえたことを記憶しております。 

  そんな中で、実際、居住区がたくさんあれば、当然それだけの税収にも見込まれますし、

町の発展にもつながるというのは言うに及ばずですけれども、やはり土地改良区の問題だと

か、周囲の問題、いろいろな要因がかさんでやれるところ、やれないところがあるというふ

うに私は今思っておりますので、近鉄についても、できるところから今回も、また新たに宝

のまちづくりでご尽力をいただいた方も含めて、再度また集まっていただいて、しっかりと

結論を出していただくべくやっていただくように今お願いをしているところであります。 

  今須成線と東郊線の踏切、それから舟入地区の狭あい道路の問題はまだまだ遅々として進

んでいないわけじゃなくて、進んでいるんですけれども、なかなか大きな一歩が得られない

のも事実であります。本当に申し訳なく思います。力不足は否めないとは思いますが、やっ

ているということだけはご理解をください。放置をしているだけではありませんので、よろ

しくお願いしたいなと。 

  そんな中で、やっぱり東郊線の踏切の拡幅についてはＪＲと再三再四お話をしたんですが、

らちが明かない状況になったもんですから、北側の改札口の開設とともにお願いをし、橋上
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駅という、ちょっと多額な投資が必要でしたけれども、それをやることによって、北の17ヘ

クタールが今活用され、今どんどんまたうちも増えております。あそこの乗降客も増えてお

ります。コロナで若干は今減っておりますが、多分乗降客はこれからも増え続けるであろう

というふうに思いますし、南のロータリー、そして駅前南線ができれば、それについての交

通のアクセス、道路アクセスが完全になった場合は流通も多くなると思いますので、この先

の投資、投資というと非常にあれですけれども、資本投下には、僕は有意義であったな、こ

れが10年後、20年後にこれをやるということになると、これは非常に厳しい、人口状況もそ

んなには増えてくる状況にはならないと思います。 

  今現在、蟹江町も第５次総合計画で３万8,000人ということを思っています。これを維持

するためにこれからもやっていくわけでありますけれども、まだまだやっていないところ、

これからやらなければいけないところ、旧市街地の開発等々も含めて、基金と相談しながら、

財政の状況と相談しながらやってまいりたいというふうに考えております。 

  あと、舟入地区のことにつきましては、また新たな試みを今地域の皆さんとやらせていた

だいておりますので、これもまた皆さんにはご協力をいただければなというふうに思ってご

ざいます。 

  子ども条例の制定につきましては、まさに平成29年に中村議員にお答えをいたしました。

しっかりとやりますよと。ただ、教育長が前向きじゃないということはなかったと思うんで

すが、取り方によってはあるかも分かりませんが、前教育長さんも協力をさせていただきま

すよと。ただ、これ、アンケートを実施いたしまして、別の形で、子ども条例ではなくて別

の形でやれるんじゃないかということで、条例が施行されていなくても、まずはそれでやっ

てみようということだったというふうに私は思います。 

  子ども条例が要らないとは言いませんが、やっぱりそこまで行くまでに、子ども・子育て

会議だとか、いろいろな会議で関係者とお話をしながら、何が必要であるか、何をやるべき

かということで前へ進めていったほうがいいと思います。 

  実は、平成30年にそんな話をしたんですが、31年、32年コロナでまたいろいろな状況にな

りましたので、この第２期の子ども・子育て支援計画、これ令和２年３月の基本目標の中に、

子どもの利益と尊重する施策を充実しますということになっていまして、子どもを守るため

の施策の必要性や子どもを取り巻く様々な問題を解決機関として連携をしていますよという

ことをまずうたって、それから条例の制作にということになれば一番いいのかなというふう

に思いますので、決してストップしているわけでありませんので、ご理解をいただきたいと

思います。 

  あと、最後に、女性室の設置の提案をいただきました。 

  当蟹江町、前もお話ししましたように、女性の管理者がほかの地域と比べると多いほうだ

とは思います。ただ、やっぱり女性ならではのこともあれば、女性だからということもあり



－138－ 

ますので、男尊女卑と言われた時代から、今そうではない時代に移り変わろうとしています

し、男女共同参画の２期が今進行中でありますし、またお見せをいたしますが、しっかりと

そこのところのベースを考えながら共同参画プランの推進体制を持っていければなというふ

うに思っております。 

  今回、資料といたしまして、ちょうど前にご答弁させていただいたプラン策定のための会

議というのは、策定委員会というのがありまして、外部委員の10名の方の男性が４名、女性

が６名、理事13名、事務局ということでやっておりますし、実際、ほかの会議も女性がほぼ

半分、外部委員、１次プランのときも３対３で半分半分、50％で、非常に蟹江町としては女

性の参画が、この時点でもうたわれておりますので、ご理解をいただければありがたいとい

うふうに思います。 

  それとまた、女性の管理者を育成することによって、女性室長になるのか、ちょっとそれ

は分かりませんが、女性の目線で議員言われるように、女性の感性で町を引っ張っていくと

いうのは大変重要なことだと思いますし、知事も女性の副知事を登用して、そういう意味で

しっかりとやっておみえになります。ですから、当町も、愛知県のようにはいかないかも分

かりませんが、ほかの自治体以上に女性の力に、女性の活躍に期待をするところであります

ので、また、その都度、男性、女性の区別なく取り組んでいきたいと思いますので、どうぞ

ご助言をいただければありがたいというふうに思っております。 

  以上です。 

（「条例のことは」の声あり） 

  ごめんなさい、条例ですね、すみません、条例のことはまた鋭意考えていきたいというふ

うに思います。 

○９番 中村英子君 

  ちょっと厳しい言い方が二、三、これからあるかと思いますが、まず、安倍総理がやって

きたことの成果を今言われましたが、私、今成果を話題にしているわけではありません。一

国の総理ですし、どの首長も住民のため、国民のために施策をやるのは当然でありますので、

そのことを今話題にはしておりません。民主主義という国の根幹を揺るがすことについて、

損なうことについては、それはいけないことだよということを申し上げているんです。 

  それで、大事なことは、地方であろうと何であろうと、悪いことは悪い、いけないことは

いけないんだよと、そういうことをきちんと発信していく、そのことが大変大事なことじゃ

ないかなと思いますので、そのことを首長としても県や国に対して、そういう機会はないか

もしれませんけれども、そういう姿勢を持っていくことが大事ではないかと、そのことだけ

を申し上げておきます。 

  次に、長年の懸案事項ということで今申し上げましたが、５つの事業について申し上げま

した。 
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  これは町長が今言われたように、いろいろなことをやりました。この事業のほかにもやり

ました。そしてまた、この今言った事業も別に取り組んではおりますよということをおっし

ゃいました。 

  しかし、あまりにも長過ぎる。一つ一つのこの事業について、経過もあり、詳細もあるん

ですけれども、それを私今取り上げることはないんですけれども、あまりにも長過ぎるんで

す。じゃ今須成線、何年でしたか、最初に、佐藤篤松さんが町長になってすぐのときですよ、

早期実現という言葉を私聞いているんですよね。それから何年たっていますか。横江町長17

年やりました。佐藤町長12年やりました。合計30年近い間で、さっき石原議員に答弁したの

は、15筆残っていて、その買収ができないのでというようなことでしたけれども、こんな答

弁聞いていたくないよね。聞いている暇ないですが、そんなことでいいんですか。何十年た

っているんですか、これ。 

  ほかのこともそうですよね。近鉄の蟹江駅の橋上化でも、橋上化は難しいけれども、駅南

の開発とかも、これも河瀬町長の時代に、唾つけたという言い方おかしいですけれども、こ

れも発言があったんですよね。これらの事業というのは、町の中では大変町をつくっていく

上には、重要な事業だよという位置づけで話をされているんですよ。これが30年も、それ以

上も、このままでなっているということは、人災ではないですか、これは。こんなふうなら、

町もやっているのか、やっていないのか訳分からんという感じですよね。 

  それで、何でこんなことだかっていうと、ちょっとお聞きしますけれども、つまり、こう

いう大きな事業、皆さんが必要だと言っている、もちろん必要な事業なんですが、これらの

事業に対してですけれども、投資計画とか、事業の優先順位だとか、そういうものをきちん

とつくって把握しているというようなことをやっているんですか。全くの白紙なんですか。

それについてお伺いをいたします。 

○町長 横江淳一君 

  十把一絡げで話をするとややこしくなりますので、先ほど言いました今須成線のお話をさ

せていただきたいと思います。 

  確かに、佐藤篤松町長さんのときにあった、僕は議員やっていましたからよく知っていま

した。平成７年に基本計画、基本設計やり、アンダーからオーバーに変わりましたよという

こともありましたし、まだ議員になったばっかりですから、あまり意見は言えなかったんで

すけれども、どうしてですかと聞いたのは、今でも記憶にございます。その当時ベテランの

議員さんですから、中村議員は多分事情を知ってみえたと思いますけれども、実際、アンダ

ーからオーバーにするのが安いからだとか、いろいろなことが言っていますけれども、多分

ＪＲの都合で切り替わったんじゃないかなというのが私としては思っています。 

  地権者の話の中では、せっかく区画整理事業をやって、自分の土地が本換地で決まったの

に、また下がれとはどういうことなんだということがあったというのは、私は直接聞いてお
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ります。最終的にその方は同意をしていただいて、拡幅には応じられました。しかし、その

隣の人は、いやそんなのは私のときには応じられないということで、今もそのままです。で

も、その方を責めるわけにいかないわけですよね。それをやると、今度自分のところの車が

入るのが非常に狭くなったり、いろいろな支障があります。でも、それでも計画の中で譲歩

案を見つけ出しながら、一筆一筆ずつ説明をして、うちの職員が、できるだけ一日も早く開

通できるように努力をしているということだけをご理解ください。決して白紙で、場当たり

的でやっているわけではありません。 

  あと、もう一つ、これはベテラン議員に言うべきことではないのかも分かりません。でも、

道路１つ造るというのは、今の一宮西港線でもそうです。東海北陸南進でもそうです。計画

から30年、計画だけはあるんですけれども、やっと今回着工になります。これからまた30年

かかるんです、多分。そういうのがやっぱりああいう高規格の道路だというふうに思います。

それとこれとは一緒ではないかも分かりませんが、やっぱり国有地の上にものを通すならい

いです。中国のように、政府一括でその土地を買ってどうのという強行施策が取れるような

国ではいいんですが、やっぱり日本は先ほど言いました民主主義のところです。やっぱり同

意を得て進んでいかなければいけない、いくら町民のため、目的のためといえども、やはり

そこは時間をかけてやるべきだと思います。 

  ただ、かかり過ぎているよねというのは、それは私もよく分かるから、先ほど、本当に申

し訳ございませんでした、力のなさを痛感しますと言ったのもそれであります。 

  令和元年４月ですか、中日新聞が出ました。ペーパー物をお示ししますが、都市計画をや

りましたと言っても、あのときに全く地権者と同意を取っていなかった。取っていなくて、

結局町の施策の中で、こうやってやりますよと言っただけで、誰が同意取っているんだとい

うことでもめたということは僕も記憶にあります。でも、それは、やっぱりこれ物事進めよ

うと思うと、人の土地の上に物を造るんですから、納得いただけなければ駄目ですし、東郊

線の高架問題もそうです。橋上駅の問題もそうです。でも、パウチには、町のあれには橋上

駅になって、高架になっているのがきっちり示されております。 

  ですから、やはり確かにそういう夢を持って、前にビジョンを持って進むのも必要ですけ

れども、地方公共団体ですから、民主主義ですから、そこのところは同意を得ながら進んで

いかなければいけない難しさがあるということだけは、あえて言うつもりはないんですが、

私のやっていたことに対して、やり方がぬるいと言えばそうかも分かりません。でも、その

難しさがあるといことだけをご理解いただけるとありがたいのかなと、長過ぎることに対し

ても十分理解をしております。 

○９番 中村英子君 

  町民の協力が必要なのは、それはそういうことたくさんあります。でも、私が今問題にし

ておるのは、このことについては民主主義の問題や町民の問題の前に、町がこのような事業
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に対して、きちんと投資計画だとか、事業がどこが優先順位ですとか、そういう全体像を見

た大型の事業の段取りというか、取り組みというものをちゃんとしているかどうかというの

が、まず第一の問題なんですよ、第一の問題。そして、その中で、じゃ何年度に幾ら、この

部分に投資しますよ、この部分に次は投資しますよという、そういう目に見えた振興計画、

それないんですよ。あるんですか、それは。あればそれ出てくるんですけれども、ないんで

すよ。だから、この取組の仕方に私は問題があるというふうに思うんです。全然そういうも

のが見えないんですよね。 

  それで、そうすると、今の町長の答弁ですと、町民は協力してくれればやれるわ、協力し

てくれなければやれないわ、それから、いろいろな問題があるからやれないわ、そうなんだ

わということは、見通しがあるのか、ないのか、本当にできるのか、できないのか、やる気

があるのか、ないのか、分からないんですよ、全然。これ放置されているというふうにしか

捉えられないんですよ、取るほうから見れば。それ、しかも30年も何十年もたっとったら、

１つのものをつくるにだって、費用的にだって倍以上コストかかるかもしれないじゃないで

すか。 

  そして、今の町長の答弁だったら、やれるときはやるし、やれないときはやらなくてもい

いような、そういうような全く何というのかな、他所事他人事にしか聞こえないんですよね、

私としては。それがやっぱりおかしいんじゃないですかと、そういうことを私申し上げてい

るんです。具体性が全く出てきていない、そして、それにしっかり取り組もうという、そう

いう姿勢も出てきていないんですよ。 

  ですから、じゃ、やれるならやりましょう、お金がなかったらやめましょう、そして、こ

の協力しているのも20年も前に土地買収に応えましたけれども、今さら、これからもいつで

きるか分かりません、形も分かりません、このやり方自体が物事を遅くする、物事にきちん

と対応していない、そういうことになるんですよ。 

  ですから、仕事のやり方、事業を実現化するための方法、そういうものがないというか、

問題があるというふうに私は思うんですよね。そうでなかったら、これ、やっぱり私こうい

うことじゃない、あの人に言ったら、あの人反対ならやめましたわ、それはできませんわ、

何もさせません。道路とかこういう整理は町民の協力がないとやれないので、何十年もかか

るのは当たり前ですしみたいなことを言われたら、これ仕事と言えない。じゃ、いつ、どん

だけ、どういうふうにやるかということをちゃんと計画して優先順位１位をしたら、そのも

のがちゃんと取り組んで完成させなくてはいけないですよ、実現させなければ。全部を一度

にやれとは言っていないですよ。全部を一度にやれとは言っていないけれども、そういう取

り組みの方法、仕方というのに物すごく大きな問題があるんじゃないかというふうに私は思

うんです。そのことを今言いたいんですけれども、そうでなかったら、いつまでですよ、こ

れ。ずるずる、これからまた何十年もずるずる、町長これからまた５年も10年も町長やるの
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かどうか知りませんけれども、それじゃ、誰が何十年たっても、ああそうですか、できませ

んよ、ああそうですか、これで事が済むんですか。私は取り組みの仕方に問題があるという

ことを言いたいんですけれども、どうですか。 

○町長 横江淳一君 

  大変厳しいご助言をいただきました。やり方についての不手際については、私も反省をす

べきところはあるかも分かりませんが、無鉄砲な計画をしているわけじゃなくて、中村議員

の話を聞いていると、あんまりな話ですが、そんな言い方は一切私しておりませんし、きち

っと説明をしているはずです。 

  冒頭に申し上げました平成元年の話も、地権者の協力が得られなかったということだと、

そういういろいろな要因があってできなかった。でも、こういうことをやりますよというと

ビジョンを蟹江町が示したという事実、河瀬佐兵衛町長さんのときに示したという事実が僕

はあるんです。でも、それを言ったところで、結果何もできなければ言っても意味がないじ

ゃないですか。そうでしょう。 

  だから、それを一々、あの人がこう言ったから、そんなこと言うつもりありません。でも、

３か年実施計画の中で、議員の皆様方には、こういう計画をあらかじめ出しているはずです

し、実際、道路については、どうしてもやっぱり時間のかかるところがあるというふうに私

は思っています。 

  ただ、これが20年も30年もかけていいのかと言われると、かけるつもりも全くありません

し、我々としては利便性を考えてやるべきことはしっかりやっていきたいということで、Ｊ

Ｒの蟹江駅もそうでありました。いろいろなことでたまたまＪＲ蟹江駅は協力をいただいた

ということもあったし、非常に厳しい財政の中でもやれることができました。あれは北の区

画整理事業で地域の皆さんが組合をつくっていただいて、減歩にご承認をいただき、精算金

を払っていただき、ご協力の下でやっていただいた、これが区画整理事業です。今回、富吉

南でやるところもそうであります。そういうことをやらないと、土地、いわゆる利用ができ

るような、利用後にはそぐわない、そこに建物はできない、それは議員も十分ご承認おきい

ただいているというふうに思います。 

  ただ、何遍も言いますように、結果が出てなければ何言っても一緒ですから、本当に申し

訳ないと思います。ただ、これをしっかり続けていくことが必要だと思いますし、一定のと

ころまで来て、やっぱり駄目だということになる、この結果、責任を誰が取るんだと言われ

る。でも、我々は与えられた任期の中で精いっぱいやっていくのが自分の町長の職務だとい

うふうに思っておりますし、最高責任者ですから、決して逃げるつもりはありません。しっ

かり言っていただければ結構であります。 

  ですけれども、やっぱり目的に向かって財政状況をしっかり見ながら、やれるところから

しっかりやっていきたいなと、こんなことを今現在は思っておりますので、何とぞご理解を
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いただきたいと思います。 

○９番 中村英子君 

  やれるところからやっていくという話なんですけれども、だから、非常にちぐはぐなこと

になるんですね。いいよ、やりやすいところでやるということは別に否定はしませんよね。

しません。 

  それから、今３か年計画で出していますよという話がありましたけれども、今言った事業

は、３か年の中に何も出てきていないんですよ。出てきてないで、私が言っておるわけなん

です。出てきていませんよ、これは。出てくれば、このうちの１つでも出てくれば言いませ

んけれども、出てきていないです。何十年も出てきていないから言っているの、私。 

  それで、繰り返しになりますけれども、なぜこんなふうな状態かということの取り組み方

についてさっきも言いましたが、町が、要するに、この大型の事業について、ちゃんとその

投資計画とか、事業の優先順位だとか、今度も町のこの部分をどうしますよというようなこ

との、そういう構想は、その前の構想は済んでいる話なので、構想の次の段階なんですけれ

ども、そういうスケジュール計画というものがないということを私言いたいわけ。 

  それで、そのスケジュール計画に基づいて投資を、じゃ何年度からのスパンの間に投資を

ここに何億円か何十億円か知りませんけれども、やりますよ。そして、また、この次にはこ

この部分をやりますよといって、整合性のある町の発展をさせていくというのが、まず基本

じゃないですか。その基本が見えないから、ないもんで、やりやすいところ、ＪＲはやりや

すいと言ったらちょっと申し訳ないかもしれない、苦労あったかもしれないけれども、それ

は申し訳ないけれども、しかし、委託費事業で委託しましたので、ＪＲ造ってくださったと

いうことだし、富吉のじゃ駅南、今度区画整理やりますよと。区画整理やりますよですけれ

ども、それはやりやすいからやるかもしれないんですけれども、全体の優先計画の中からい

ったら、ちょっと低いですよね。やっぱり、じゃＪＲの南東とか、それから宝の地区のまだ

まだ今調整区域になっているところ、そういうようなところが優先されるべきなんですよ、

本来だったら。優先されて、そういう駅を囲むものは非常に大事だし、町の顔だし、発展す

る場所だとか、核だとか、軸だとか、皆さん言っているじゃないですか。でも、そこが一番、

今手がはいっていないんですよね、実際のところ。 

  そして、しかもそれが何十年たっても同じで、答弁も同じで、だからやっとったら、これ

何なの一体と言いたくなりませんか。だから私言っているんですけれども、言いたくなりま

すよ。今ＪＲは、駅だけ造りましたね、立派になりましたし、北の区画整理もありましたけ

れども、蟹江町南側の南東が調整区域なんですね。宝地区も駅南は調整区域なんですね。こ

の２つの調整区域というのが、ＪＲの関西線から国道１号線までの間の市街化区域の中で、

この２カ所が調整区域として残っているんですよ。見れば知っておるかもしれない、あとみ

んな調整区域外ですよ、市街化になっている。この一番大事だと皆さんが言っている地域が、
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依然として、その場所、２カ所だけですよ、ほとんど。そこだけが調整区域として永遠に残

っているんですよ。そうしたら、この優先順位とか、どう考えているのか。じゃ、そんなふ

うだったら駅を中心に発展するだとか、ここをどうこうしますとか言ってもらいたくないわ

け。皆さんたちがそういうふうに言っているんであれば、そこをやっぱりきちんと全体的な、

本当に今言ったように投資計画をつくって、そして、どんだけの投資をします、どんだけし

ますということをやって、それは障害がありますよ。そう言ったからとすぐできるとは限ら

ないけれども、その部分に対して、やっぱりちゃんと取り組みをしていくという形をまずつ

くらないことには、何でも物事ができるんですか。依然として、これ10年たっても、50年た

っても、ああ、それじゃなんやかんやでできません、地権者は何とかでできません、そんな

ことを言っている場合じゃないじゃないでしょうかね。 

  そうすると、町長が言ったように、そのことをきちんと基本を持ってやらないと、町長が

言っているように、やりやすいところからやります、やりやすいところからやったもんだか

ら、駅舎はできたけれども、南側は本当に廃屋みたいなうちが建ち並んでいて、それは永久

に廃屋みたいなものが、この先10年も20年も続くかどうか分かりませんけれども、一体的な

開発というのができなかったじゃないですか。だから、私は、それはできやすいところをち

ょこちょこやるのは結構だけれども、だけれども、全体計画の中の位置づけがなければ、本

当にアンバランスな開発になってしまうから、そのことをきちんと問題をつかまえて取り組

む方法というものを考えてやっていかなければいけないんですよ。私はそういうふうに思う

んですけれども、そこに問題あるというふうに、町長、思いませんか。 

○町長 横江淳一君 

  ご助言いただきまして、ありがとうございました。 

  別にやりやすいところからやるという、そういう意味で、私の発言の仕方が悪かったなら

訂正をさせていただきますが、できるところからやると、私は言っただけであります。 

  十分理解して中村さん言ってみえると思うんですけれども、やらないんじゃなくて、でき

ないんです。 

（「できないの」の声あり） 

  はい、例えば、人の土地に勝手に道路を造るかと言って、できますか、例えば。農地に建

物ができますか、すぐ。 

（「農地に何ですか」の声あり） 

  農地に建設物ができますか。 

（「できませんよ」の声あり） 

  でしょう。それ言っていること一緒じゃないですか。 

（「違う違う、あなた」の声あり） 

  いやいやそうでしょう。 
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（「違う違う」の声あり） 

  物が建つまでにそれだけの条件が、例えば４工区、第４工区、土地改良区の第４工区の中

で、昭和45年以前の、いわゆる既存法律の中で、聞いてください。市街化区域に編入された

部分はあります。でも、やってしまってから道が狭いだ、ほれ何だ、今一生懸命狭あい道路

をなぶっています。それは過去にやられたところでありますので、市街化区域であります。

実は下水道もあそこから来たからずっと来たわけでありますけれども、近鉄南も放っていた

わけではないんです。何度もお話をして、今回でも港の宝地区のまちづくりも、それからま

ちづくりで協議会を立ち上げてやったんですけれども、皆さん、やっぱり自分のところの地

権者じゃない方ばっかりですから、結局物別れになってしまいました。町としても、今回で

もあるところに入って、一度、もう一遍企画し直してみようかということも思っています。 

  何やっているんですか、今までやらないじゃないか、そういうことではなくて、できると

ころとできないところがあるということを私は言っているだけです。これは地権者にとって

物すごく負担のかかることでもあるんです。それを我々が強要することになりますので、組

合施工にしたほうがいいんじゃないかと。だから、近鉄富吉駅の南側の15ヘクタールのとこ

ろでもいろいろな異議がありましたよ。10年近くかかりました、紆余曲折で。でも、今回、

減歩５割を受け入れていただき、まだまだ反対してみえる方もあります。でも、やっていか

なければいけない、下水道も概成します。だからどうでしょうか、ちょうどあそこまでに下

水管が来ていますからということでやることになりました。まだ、でもこれからも時間がか

かります。１年や２年じゃできません。 

  と当時に、やはりできる、話し合いができるところで、もう一度話をしてくださいという

ことで、関係者の方にはお話はしてあります。やっていなかったらここまでできなかったこ

とに関しては、何を言われても結構です。ですけれども、そういう経緯、経過があったとい

うことたけをご理解ください。決して責任転嫁するつもりはございませんので、中村さんな

りのご指摘はしっかりと受け止めさせていただきますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

○９番 中村英子君 

  ちょっとこのずれているですわね、私が言っていることとは。私は取り組みの仕方、取り

組みをする前提というものをきちんとしなければいけないということを言っていて、ちょっ

と違うんですが、それはそれとしまして、今、町長、じゃ私はやっているし、やるつもりも

あるし、責任転嫁するつもりも何もないということをおっしゃった。それで、町長が本当に

長く、20年近く町長をやられて、１期や２期の町長ではないんですよね。20年近く町長やる

ことになると思うんです。 

  それで、今、町長そこまでおっしゃるんだったら、今私が申し上げた、この５つの事業で

すけれども、この事業の１つでも、自分は任期中に完成させる、やり遂げるよというぐらい
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の姿勢と態度、意欲、それは示してほしいんですよ、今、町長が言うとおりであったとした

ら。１つでもいいですよ。１つでもいいから、自分の責任において、任期中に、このことは

完成させますよと。そういうことを意欲と姿勢を、今そういう答弁されるなら、きちんと示

してほしい。１つでもいいですよ。このうちの１つの事業でも、自分の任期中にやり遂げま

すということを示していただきたい、示せば今言われたことも受け入れますけれども、そう

でなければ、なかなか今の答弁というのは受け入れ難い答弁であると、そういうふうに申し

上げたいけれども、その意欲や姿勢について、いかがでしょうか。 

○町長 横江淳一君 

  どういうふうに捉えてみえるか分かりませんけれども、僕はそういう答弁したつもりはあ

りませんよ。さっきからじっと黙って聞いていますけれども、私も。今回のことに関して、

これ全部できることかどうかというのは、皆さんが一番よく分かっているじゃないですか。

だから言いましたように、責任を転嫁するつもりはありません。過去の経緯、経過の中でこ

こまで来た、このことを、ご理解をまずいただかないと、１つも前に進みませんよ、はっき

り言って。 

  ですから、近鉄蟹江駅の周辺開発、これは町単独でできることではないんです。それご理

解いただけなければ、責任転嫁、それを責任転嫁と言われれば、やらないの、ああそう、じ

ゃやらないならやらないでいいわ、いいですよ、それでも。でも、それではやっぱり町長の

責任がそこまでいかないんで、ここまで一生懸命やってき、なおかつご批判は受けます。で

すけれども、自分の任期の中で、あとどれだけできるか分かりませんが、精いっぱいやるこ

とはやりますよということで今言っていて、なお、それを約束しなさいよ、１つでもできる

ことあるんですか、脅しじゃないですか、そんなの。中村さん、何を求めてみえるんですか、

僕も冷静にしゃべっていましたけれども、ここまで言われていますと、じゃ僕はお願いした

い、僕は本当に中村さんに反問権使ったことないですけれども、実際どうすればいいんです

か、逆に。それを聞きたいです、私。 

○９番 中村英子君 

  それで、まず、では、どうすればいいかです。これ全部を一度にやることはできない、大

変なことですよね。ですから、そのうちの何十年もたっている事業のただ１つでも、まず自

分の任期中なら任期中に完成させたいという気持ちを持って、そして、今町長が言われた

様々なハードルについて、これをまた自ら現実、自らそれにタッチして、そして、その決意

で自分はこれをやり遂げたいんだということを示しながら、それを実現に向けて取り組んで

いくと、それが完成させる道だというふうに私は思いますので、町長を怒らせているわけで

はないんですけれども、そういうことが、やっぱり意欲ですよね、町民が、町長がやるよと、

ここのことはやるんだと、何年までもやるんだと、一緒に協力しようと、そういう道筋をト

ップがつくっていって、それを実現に向けてやっていくということが大事ではないでしょう
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か。そうすれば、みんながそれは協力しましょうということになるし、全部、５つ全部やれ

というふうには言っていませんよ。そのうちの中でも、そういう姿勢で取り組むことが必要

じゃないかと、そういうことで私は申し上げて、質問を終わります。 

○議長 佐藤 茂君 

  以上で、中村英子さんの質問を終わります。 

  それでは、以上で本日の日程は全て終了しました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

（午後３時38分） 
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